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１．アンケート調査の概要 

 

（１） 調査目的 

   本市におけるヤングケアラーの存在の傾向を把握するとともに、ケアの状況や困りごと、支援ニー

ズ等を把握することを目的に実施した。 

 

 

（2） 調査対象 

   仙台市立学校に通う、小学５年生、中学２年生（中等教育学校２年生を含む）、高校

２年生（中等教育学校５年生を含む）の児童生徒 約17,900人 

 

 

（3） 調査方法 

・ 各学校を通じて児童生徒に調査票を配布 

・ 回答方法は、同封した返信用封筒による郵送か、自宅のPCやスマートフォンから回答でき 

るWeb環境（調査票の二次元コードから案内）からの回答のいずれかを児童生徒が選択 

・ 無記名式のアンケート調査で、内容は令和２年度に実施された国の調査に準ずる 

 

 

（4） 調査期間 

令和 3 年 12 月上旬 ～ 令和 4 年１月 12 日（水） 

 

 

（5） 回収状況 

区分 調査対象数 有効回答数 回収率 

小学５年生 8,528 
3,435 

（郵送 2,646、Web 789） 
40.3% 

中学２年生 8,375 
2,954 

（郵送 2,041、Web 913） 
35.3% 

高校２年生 934 
173 

（郵送 96、Web 77） 
18.5% 

計 17,837 
6,562 

（郵送 4,783、Web 1,779） 
36.8% 

※調査対象者数は令和３年５月１日時点の児童生徒数による。 

※中学２年生には中等教育学校２年生を含み、高校２年生には中等教育学校５年生

を含む。（以下の表において同じ。） 
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2．アンケート調査の結果 

（１） 基本情報 

① 性別 

回答者の性別は、以下の通り。 

 

図表－1 性別 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

男
性 

女
性 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 3,435 46.7 53.1 0.2 0.1 

中学２年生 2,954 45.3 53.8 0.9 0.0 

高校２年生 173 41.6 58.4 0.0 0.0 

 

 

② 居住地 

回答者の居住地は、以下の通り。 

 

図表－2 居住地 

        (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

青
葉
区 

宮
城
野
区 

若
林
区 

太
白
区 

泉
区 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 3,435 28.2 18.3 12.9 21.9 18.6 0.0 0.1 

中学２年生 2,954 25.8 15.0 11.3 29.9 17.8 0.0 0.1 

高校２年生 173 24.9 15.0 8.1 6.4 28.3 16.8 0.6 
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③ 同居家族 

同居家族は、いずれの学校種でも「母親」が最も高く、次いで「父親」となっている。 

 

図表－3 同居家族（複数回答） 

         (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

母
親 

父
親 

祖
母 

祖
父 

兄
・姉 

弟
・妹 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 3,435 98.6 89.2 11.7 7.3 46.2 46.1 2.0 0.0 

中学２年生 2,954 98.3 85.4 13.3 8.2 43.1 45.3 1.6 0.1 

高校２年生 173 98.3 83.2 13.3 9.2 30.1 48.6 0.0 0.0 

 

 

④ 家族構成 

家族構成は、いずれの学校種でも「二世代世帯」が最も高くなっている。 

 

図表－4 家族構成 

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

二
世
代
世
帯 

三
世
代
世
帯 

ひ
と
り
親
家
庭 

そ
の
他
の
世
帯 

無
回
答 

小学５年生 3,435 78.5 10.8 8.4 2.4 0.0 

中学２年生 2,954 73.8 12.9 11.3 1.9 0.1 

高校２年生 173 69.9 15.0 15.0 0.0 0.0 

 

 

⑤ 健康状態 

健康状態は、いずれの学校種でも「よい」が最も高くなっている。 

 

図表－5 健康状態 

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

よ
い 

ま
あ
よ
い 

ふ
つ
う 

あ
ま
り
よ
く
な
い 

よ
く
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 74.3 14.7 9.3 1.3 0.1 0.2 

中学２年生 2,954 67.7 17.1 12.4 2.4 0.3 0.1 

高校２年生 173 68.8 13.9 13.9 3.5 0.0 0.0 
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（２） ふだんの生活について 

① 学校への通学状況：出席状況 

学校の出席状況は、「ほとんど欠席しない」が最も高くなっている。 

 

図表－6 出席状況 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
欠
席 

し
な
い 

た
ま
に
欠
席
す
る 

よ
く
欠
席
す
る 

無
回
答 

小学５年生 3,435 90.6 6.6 2.6 0.2 

中学２年生 2,954 86.0 8.6 5.1 0.3 

高校２年生 173 83.2 11.6 5.2 0.0 

 

 

② 学校への通学状況：遅刻や早退の状況 

学校の遅刻や早退の状況は、「ほとんどしない」が最も高くなっている。 

 

図表－7 遅刻や早退の状況 

     (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

た
ま
に
す
る 

よ
く
す
る 

無
回
答 

小学５年生 3,435 87.9 4.7 1.9 5.4 

中学２年生 2,954 80.6 8.1 3.7 7.7 

高校２年生 173 83.2 8.7 1.7 6.4 

 

 

③ 部活動・課外活動への参加状況 

部活動・課外活動への参加状況は、「参加している」が最も高くなっている。 

 

図表－8 部活動・課外活動への参加状況 

    (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

参
加
し
て
い
る 

参
加
し
て
い
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 79.4 20.5 0.1 

中学２年生 2,954 90.3 9.5 0.2 

高校２年生 173 88.4 11.6 0.0 
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④ ふだんの学校生活等であてはまること 

ふだんの学校生活等であてはまることについては、「あてはまるものはない」が最も高くなっている

が、その他では、高校２年生で、「授業中に居眠りすることが多い」が高くなっている。 

 

図表－9 ふだんの学校生活等であてはまること（複数回答） 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

授
業
中
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が

多
い 

宿
題
や
課
題
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
い 

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い 

部
活
動
や
習
い
事
を
休
む
こ
と

が
多
い 

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書
類
な

ど
の
提
出
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
い 

修
学
旅
⾏
な
ど
の
宿
泊
⾏
事
を

⽋
席
す
る 

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い 

学
校
で
は
一
⼈
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い 

友
⼈
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 2.1 5.4 16.3 0.8 9.0 0.5 0.8 3.9 3.1 73.0 1.4 

中学２年生 2,954 9.9 11.5 13.5 5.8 13.3 1.4 1.5 6.3 5.9 63.1 2.0 

高校２年生 173 35.8 6.9 7.5 8.1 6.4 1.2 0.0 5.2 6.9 48.6 1.2 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「宿題や課題ができていないことが多い」→「宿題ができていないことが多い」 

 ・「持ち物の忘れ物が多い」→「わすれ物が多い」 

 ・「部活動や習い事を休むことが多い」→「課外活動、じゅく・習い事を休むことが多い」 

 ・「提出しなければないけない書類などの提出が遅れることが多い」→「先生に出す提出物が遅くなることが多い」 

 ・「修学旅⾏などの宿泊⾏事を⽋席する」→「野外活動などの宿泊⾏事を⽋席する」 

 ・「友⼈と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」→「友達と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」 
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⑤ 現在の悩みや困りごと 

現在の悩みや困りごとは、「特にない」が最も高くなっているが、中学２年生および高校２年生

では、「進路のこと」、「学業成績のこと」が高くなっている。 

 

図表－10 現在の悩みや困りごと（複数回答） 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
達
と
の
関
係
の
こ
と 

勉
強
や
成
績
の
こ
と 

将
来
の
こ
と 

お
⾦
の
こ
と 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が

で
き
な
い
こ
と 

⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
よ
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

家
族
の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 3,435 9.1 9.8 7.6 3.2 0.7 1.8 2.0 0.6 1.5 77.9 1.8 0.2 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
⼈
と
の
関
係
の
こ
と 

学
業
成
績
の
こ
と 

進
路
の
こ
と 

部
活
動
の
こ
と 

学
費
（
教
材
費
、
部
費
）
な
ど
学

校

⽣
活
に
必
要
な
お
⾦
の
こ
と 

塾
（通
信
講
座
含
む
）や
習

い
事
が
で
き
な
い
こ
と 

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ

と ⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族

の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 2,954 10.6 25.5 27.0 11.7 1.4 1.2 2.5 3.4 2.6 0.7 2.6 58.7 2.4 0.1 

高校２年生 173 9.2 23.1 31.2 8.7 2.9 0.6 3.5 4.6 1.2 0.0 4.6 56.1 1.2 0.6 

 

 

⑥ 悩みや困りごとの相談相手・話を聞いてくれる人の有無 

何らかの悩みや困りごとがあると回答した人に、相談相手・話を聞いてくれる人の有無について

聞いたところ、いずれの学校種でも「相談にのってくれる人や話を聞いてくれる人がいる」が最も高く

なっている。 

 

図表－11 悩みや困りごとの相談相手・話を聞いてくれる人の有無  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
人
や
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
が
い
る 

相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
人
や
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
が
い
な
い 

相
談
や
話
は
し
た
く

な
い 

無
回
答 

小学５年生 775 62.7 2.6 20.6 14.2 

中学２年生 1,226 65.3 3.1 17.2 14.7 

高校２年生 77 75.3 1.3 15.6 7.8 
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（３） 家庭や家族のことについて 

① 世話をしている家族の有無 

世話をしている家族の有無については、以下の通りである。 

 

図表－12 世話をしている家族の有無  

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 4.4 94.1 1.5 

中学２年生 2,954 2.2 96.6 1.2 

高校２年生 173 1.2 98.8 0.0 

 

 

 

※以下、（３）において、高校２年生についてはコメントをしていない。 

 

 

② 世話を必要としている家族 

   世話を必要としている家族については、小学５年生、中学２年生とも「きょうだい」が最も高くな

っている。 

 

図表－13 世話を必要としている家族（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

父
母 

祖
父
母 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 152 7.2 3.3 81.6 4.6 7.2 

中学２年生 64 15.6 10.9 70.3 1.6 7.8 

高校２年生 2 0.0 0.0 100.0 0.0 0.0 

※延人数で集計した速報値から集計方法を改めた。 
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③ 父母の状況、父母への世話の内容 

   世話を必要としている家族として「父母」と回答した人に、父母の状況を聞いたところ、小学５

年生は「身体にしょうがいがある」、中学２年生は「精神疾患（疑い含む）」が高くなっている。 

 

図表－14 父母の状況（複数回答）  

        (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

お
年
寄
り
（６
５
歳
以
上
） 

自
分
よ
り
小
さ
い
子
ど
も 

介
護
が
必
要 

身
体
に
し
ょ
う
が
い
が
あ

る 病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 11 0.0 0.0 9.1 36.4 9.1 54.5 9.1 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

⾼
齢
（６
５
歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

⾝
体
障
害 

知
的
障
害 

精
神
疾
患
（疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
疑
い
含
む
） 

精
神
疾
患
、
依
存
症
以
外

の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 10 0.0 0.0 0.0 0.0 20.0 0.0 40.0 20.0 30.0 10.0 10.0 

 

 

   世話を必要としている家族として「父母」と回答した人に、世話の内容を聞いたところ、小学５

年生、中学２年生とも「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」が最も高くなっている。 

 

図表－15 父母への世話の内容（複数回答）  

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 11 45.5 0.0 0.0 18.2 0.0 9.1 9.1 9.1 0.0 9.1 18.2 9.1 

中学２年生 10 50.0 0.0 10.0 40.0 0.0 30.0 20.0 0.0 0.0 10.0 0.0 10.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い」→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理」→「お金の管理」 
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④ 祖父母の状況、祖父母への世話の内容 

世話を必要としている家族として「祖父母」と回答した人に、祖父母の状況を聞いたところ、小

学５年生、中学２年生とも「お年寄り・高齢（65歳以上）」が最も高く、次いで、小学５年生

では「身体にしょうがいがある」、中学２年生では「要介護（介護が必要な状態）」が高くなって

いる。 

 

図表－16 祖父母の状況（複数回答） 

        (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

お
年
寄
り
（６
５
歳
以
上
） 

自
分
よ
り
小
さ
い
子
ど
も 

介
護
が
必
要 

身
体
に
し
ょ
う
が
い
が
あ

る 病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 5 80.0 20.0 20.0 40.0 20.0 20.0 0.0 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

⾼
齢
（６
５
歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

⾝
体
障
害 

知
的
障
害 

精
神
疾
患
（疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
疑
い
含
む
） 

精
神
疾
患
、
依
存
症
以
外

の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 7 100.0 0.0 42.9 28.6 28.6 0.0 0.0 0.0 14.3 0.0 0.0 

 

 

   世話を必要としている家族として「祖父母」と回答した人に、世話の内容を聞いたところ、中学

２年生では「見守り」が最も高くなっている。 

 

図表－17 祖父母への世話の内容（複数回答） 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 5 40.0 0.0 0.0 40.0 20.0 40.0 40.0 0.0 0.0 40.0 40.0 0.0 

中学２年生 7 42.9 0.0 0.0 14.3 14.3 57.1 85.7 0.0 0.0 0.0 28.6 0.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い」→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理」→「お金の管理」 
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⑤ きょうだいの状況、きょうだいへの世話の内容 

世話を必要としている家族として「きょうだい」と回答した人に、きょうだいの状況を聞いたところ、

小学５年生、中学２年生とも「自分より小さい子ども・幼い」が最も高くなっている。 

 

図表－18 きょうだいの状況（複数回答） 

        (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

お
年
寄
り
（６
５
歳
以
上
） 

自
分
よ
り
小
さ
い
子
ど
も 

介
護
が
必
要 

身
体
に
し
ょ
う
が
い
が
あ

る 病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 124 0.0 94.4 0.8 2.4 0.8 4.0 0.8 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

⾼
齢
（６
５
歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

⾝
体
障
害 

知
的
障
害 

精
神
疾
患
（疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
疑
い
含
む
） 

精
神
疾
患
、
依
存
症
以
外

の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 45 0.0 71.1 0.0 0.0 6.7 15.6 4.4 0.0 2.2 6.7 2.2 

高校２年生 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 

 

 

   世話を必要としている家族として「きょうだい」と回答した人に、世話の内容を聞いたところ、小学

５年生、中学２年生とも「見守り」が最も高くなっている。 

 

図表－19 きょうだいへの世話の内容（複数回答） 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 124 8.1 33.9 37.1 13.7 0.8 24.2 55.6 0.0 0.0 0.8 8.1 0.8 

中学２年生 45 37.8 51.1 4.4 20.0 2.2 17.8 73.3 0.0 0.0 4.4 4.4 2.2 

高校２年生 2 100.0 100.0 100.0 50.0 0.0 100.0 100.0 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理→「お金の管理」  
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⑥ 世話を一緒にしている人 
世話を一緒にしている人については、小学５年生、中学２年生とも「母親」が最も高く、次い

で「父親」となっている。 
 

図表－20 世話を一緒にしている人（複数回答）  

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

母
親 

父
親 

祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

親
せ
き 

自
分
の
み 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）を
利
用 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 152 61.2 46.1 13.2 5.9 32.2 1.3 9.2 2.0 0.7 24.3 

中学２年生 64 57.8 42.2 9.4 7.8 37.5 3.1 6.3 9.4 4.7 14.1 

高校２年生 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 

 

 

⑦ 世話を始めた年齢 

   世話を始めた年齢については、小学５年生は平均 8.3 歳、中学２年生は平均 9.5 歳とな

っている。世話を始めた年齢をカテゴリー化すると、小学５年生、中学２年生とも「小学生（高

学年）」が最も高くなっている。 

 

図表－21 世話を始めた年齢 

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

就
学
前 

小
学
生
（低
学
年
） 

小
学
生
（高
学
年
） 

中
学
生
以
降 

無
回
答 

小学５年生 152 7.9 36.8 44.7 0.0 10.5 

中学２年生 64 10.9 20.3 35.9 26.6 6.3 

高校２年生 2 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 
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⑧ 世話をしている頻度 

   世話をしている頻度については、小学５年生、中学２年生とも「ほぼ毎日」が最も高くなってい

る。 

 

図表－22 世話をしている頻度 

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
５
日 

週
に
１
～
２
日 

１
か
月
に
数
日 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 152 57.2 17.8 9.2 5.9 1.3 8.6 

中学２年生 64 57.8 20.3 10.9 4.7 4.7 1.6 

高校２年生 2 50.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 

 

 

⑨ 平日１日あたりの世話に費やす時間 

   平日１日あたりの世話に費やす時間については、小学５年生は平均 2.1 時間、中学２年

生は平均 2.9 時間となっている。（※１時間未満、11 時間以上と回答したものは、それぞ

れ、1 時間、11 時間として平均値を算出。） 

平日１日あたりの世話に費やす時間をカテゴリー化すると、小学５年生、中学２年生とも「3 

時間未満」が最も高くなっている。 

 

図表－23 世話に費やす時間（平日１日あたり） 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

３
時
間
未
満 

３
～
７
時
間
未
満 

７
時
間
以
上 

無
回
答 

小学５年生 152 64.5 18.4 3.3 13.8 

中学２年生 64 60.9 21.9 10.9 6.3 

高校２年生 2 0.0 50.0 0.0 50.0 
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⑩ 世話をしているために、やりたいけれどできていないこと 

   世話をしているために、やりたいけれどできていないことについては、小学５年生、中学２年生と

も「特にない」が最も高く、次いで、「自分の時間が取れない」が高くなっている。 

 

図表－24 世話をしているために、やりたいけれどできていないこと（複数回答） 

           (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

ね
る
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 152 0.7 3.9 4.6 4.6 4.6 0.0 12.5 72.4 1.3 7.9 

 

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い
、
も

し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 

進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
、
も
し
く
は
進
路
を
変
更
し
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 64 0.0 1.6 14.1 12.5 12.5 4.7 0.0 21.9 68.8 3.1 3.1 

高校２年生 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 
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⑪ 世話をすることに感じている大変さ 

   世話をすることに感じている大変さについては、小学５年生、中学２年生とも「特に大変さは

感じていない」が最も高くなっている。 

 

図表－25 世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

小学５年生 152 12.5 9.9 9.9 67.8 7.2 

中学２年生 64 7.8 23.4 12.5 70.3 3.1 

高校２年生 2 0.0 0.0 0.0 50.0 50.0 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

  

 

⑫ 世話について相談した経験 

   世話について相談した経験は、小学 5 年生、中学 2 年生で、「ある」が２～３割、「ない」が

6～7 割となっている。 

 

図表－26 世話について相談した経験 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

小学５年生 152 24.3 71.7 3.9 

中学２年生 64 32.8 65.6 1.6 

高校２年生 2 50.0 50.0 0.0 
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⑬ 世話についての相談相手 

   世話について相談した経験が「ある」と回答した人に、世話についての相談相手を聞いたとこ

ろ、小学５年生、中学２年生とも「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだい）」が最も高く、次い

で、小学 5 年生では「友達」、中学 2 年生では「学校の先生（保健室の先生以外）」が高くな

っている。 

図表－27 世話についての相談相手（複数回答） 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
族
（
母
、
父
、
祖
母
、

祖
父
、
き
ょ
う
だ
い
） 

親
せ
き
（
お
じ
、
お
ば
な

ど
） 

友
人 

学
校
の
先
生
（
保
健
室
の

先
生
以
外
） 

保
健
室
の
先
生 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、
さ
わ
や
か
相
談
員 

医
師
や
看
護
師
、
そ
の
他

病
院
の
人 

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人 

役
所
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
人 

近
所
の
人 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
知
り
合
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 37 75.7 0.0 16.2 8.1 5.4 5.4 2.7 2.7 0.0 0.0 0.0 0.0 10.8 

中学２年生 21 81.0 9.5 38.1 42.9 0.0 4.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4.8 0.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「友人」→「友達」 

 ・「医師や看護師、その他病院の人」→「お医者さんや看護師さん、その他病院の人」 

・「ヘルパーやケアマネージャー、福祉サービスの人」→「ヘルパーさんや福祉サービスの人」 

 

 

⑭ 世話について相談したことがない理由 

   世話について相談した経験が「ない」と回答した人に、その理由について聞いたところ、小学５

年生、中学２年生とも「誰かに相談するほどの悩みではない」が最も高くなっている。また、中学２

年生では、「家族のことのため話しにくい」、「相談しても状況が変わるとは思わない」、「家族に対

して偏見を持たれたくない」などの割合が高くなっている。 

 

図表－28 世話について相談したことがない理由（複数回答） 

         (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど

の
な
や
み
で
は
な
い 

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ

い
か
わ
か
ら
な
い 

相
談
で
き
る
人
が
身
近

に
い
な
い 

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ

た
く
な
い 

家
族
や
自
分
の
こ
と
を
変

な
目
で
見
ら
れ
た
く
な
い 

相
談
し
て
も
今
よ
り
よ

く
な
る
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 109 83.5 2.8 1.8 3.7 2.8 5.5 11.0 0.0 

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど

の
悩
み
で
は
な
い 

家
族
以
外
の
人
に
相
談
す

る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な
い 

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ

い
か
わ
か
ら
な
い 

相
談
で
き
る
人
が
身
近

に
い
な
い 

家
族
の
こ
と
の
た
め
話

し
に
く
い 

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ

た
く
な
い 

家
族
に
対
し
て
偏
見
を

持
た
れ
た
く
な
い 

相
談
し
て
も
状
況
が
変

わ
る
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

中学２年生 42 66.7 9.5 2.4 4.8 19.0 4.8 14.3 16.7 9.5 2.4 
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⑮ 世話について話を聞いてくれる人の有無 

   世話について相談した経験が「ない」と回答した人に、世話について話を聞いてくれる人の有無

を聞いたところ、小学５年生の約 8 割、中学２年生の約 7 割が「いる」と回答している。 

 

図表－29 世話について話を聞いてくれる人の有無 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

小学５年生 109 77.1 16.5 6.4 

中学２年生 42 69.0 23.8 7.1 

 

 

⑯ 学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援 

   学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援については、小学５年生、中学２年生とも「特に

ない」が６割以上となっており、次いで、中学２年生では、「自由に使える時間がほしい」、「学校

の勉強や受験勉強など学習のサポート」が高くなっている。 

 

図表－30 学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援（複数回答） 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

自
分
の
今
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
ほ

し
い 

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ

し
い 

家
族
の
病
気
や
障
害
、
ケ
ア
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
す
べ
て
を
代

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
一
部
を
代 

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い 

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に 

の
っ
て
ほ
し
い 

学
校
の
勉
強
や
受
験
勉
強
な
ど
学
習

の
サ
ポ
ー
ト 

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援 

わ
か
ら
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 152 4.6 0.7 1.3 1.3 1.3 3.9 3.3 7.9 3.3 13.2 69.7 0.7 2.6 

中学２年生 64 7.8 4.7 0.0 1.6 1.6 17.2 9.4 17.2 7.8 6.3 64.1 1.6 0.0 

高校２年生 2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 50.0 0.0 50.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

・「家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかりやすく説明してほしい」→「家族の病気やしょうがい、お

世話のしかたなどについてわかりやすく説明してほしい」 

 ・「進路や就職など将来の相談にのってほしい」→「将来のことについて相談にのってほしい」 

・「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」→「学校の勉強のサポートをしてほしい」 

・「家庭への経済的な支援」→「家庭へのお金についてのサポートをしてほしい」 
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（4） ヤングケアラーについて 

① ヤングケアラーの自覚 

自分がヤングケアラーにあてはまると思うかについて聞いたところ、小学５年生では「あてはまる」

が1.0％、中学２年生では0.8％、高校２年生では1.2%となっている。 

家族の世話の有無別にみると、世話をしている家族がいる場合は、いない場合と比べて、「あて

はまる」、「わからない」の割合が高くなっている。 

 

図表－31 自分はヤングケアラーにあてはまると思うか  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 1.0 91.2 6.6 1.3 

中学２年生 2,954 0.8 91.1 7.4 0.6 

高校２年生 173 1.2 90.2 7.5 1.2 

 

 

＜小学５年生＞ 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 1.0 91.2 6.6 1.3 

 
世話をしてい
る家族 

いる 152 6.6 66.4 22.4 4.6 

いない 3,233 0.7 92.5 5.8 1.0 

 

＜中学２年生＞ 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

中学２年生 2,954 0.8 91.1 7.4 0.6 

 
世話をしてい
る家族 

いる 64 12.5 50.0 35.9 1.6 

いない 2,855 0.5 92.2 6.7 0.6 
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＜高校２年生＞ 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
て
は
ま
る 

あ
て
は
ま
ら
な
い 

わ
か
ら
な
い 

無
回
答 

高校２年生 173 1.2 90.2 7.5 1.2 

 
世話をしてい
る家族 

いる 2 50.0 0.0 50.0 0.0 

いない 171 0.6 91.2 7.0 1.2 

 

 

② ヤングケアラーの認知度 

ヤングケアラーの認知度については、「聞いたことはない」が小学５年生で約７割、中学２年生

と高校2年生では５割強を占めている。 

 

図表－32 ヤングケアラーの認知度  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

聞
い
た
こ
と
が 

あ
り
、
内
容
も 

知
っ
て
い
る 

聞
い
た
こ
と
は 

あ
る
が
、
よ
く 

知
ら
な
い 

聞
い
た
こ
と
は 

な
い 

無
回
答 

小学５年生 3,435 13.2 15.8 70.5 0.5 

中学２年生 2,954 24.1 19.6 55.9 0.4 

高校２年生 173 27.7 19.7 52.6 0.0 

 

 

③ ヤングケアラーについて知ったきっかけ 

ヤングケアラーについて、「聞いたことがあり、内容も知っている」、「聞いたことはあるが、よく知らな

い」と回答した人に、知ったきっかけを聞いたところ、いずれの学校種でも「テレビや新聞、ラジオ」が

最も高くなっている。 

 

図表－33 ヤングケアラーについて知ったきっかけ（複数回答）  

          (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

テ
レ
ビ
や
新
聞
、

ラ
ジ
オ 

雑
誌
や
本 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト 

広
告
や
チ
ラ
シ
、

掲
示
物 

イ
ベ
ン
ト
や
交
流

会
な
ど 

学
校 

友
人
・
知
人
か
ら

聞
い
た 

そ
の
他 

無
回
答 

小学５年生 998 68.3 7.0 7.6 9.1 0.5 18.8 4.3 6.3 2.5 

中学２年生 1,290 72.4 9.1 18.8 6.8 0.2 16.7 4.1 6.9 0.9 

高校２年生 82 70.7 4.9 20.7 4.9 0.0 25.6 3.7 1.2 2.4 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

・「友人・知人から聞いた」→「友達・知り合いから聞いた」  
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３．アンケート調査結果の詳細分析 

ここでは、「世話をしている家族がいる」と回答した児童生徒の状況をさらに詳しく分析するた

め、小学5年生、中学2年生、高校2年生の回答を合計して集計した。 

 

（１） 家族の世話の有無による学校生活等の状況 

① 家族の世話の有無×家族構成 

世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、「ひとり親家庭」の割合が高くなってい

る。 

 

図表－34 家族の世話の有無×家族構成  

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

二
世
代
世
帯 

三
世
代
世
帯 

ひ
と
り
親
家
庭 

一
人
暮
ら
し 

そ
の
他
の
世
帯 

無
回
答 

 
世話をしている
家族 

いる 218 69.3 12.4 15.1 0.0 3.2 0.0 

いない 6,259 76.5 11.7 9.7 0.0 2.1 0.0 

 

 

② 家族の世話の有無×健康状態 

世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、健康状態が「よくない・あまりよくない」の

割合が高くなっている。 

 

図表－35 家族の世話の有無×健康状態  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

よ
い
・ま
あ
よ
い 

ふ
つ
う 

よ
く
な
い
・ 

あ
ま
り
よ
く
な
い 

無
回
答 

 
世話をしている
家族 

いる 218 83.0 12.4 4.1 0.5 

いない 6,259 87.0 10.8 2.0 0.1 
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③ 家族の世話の有無×出席状況 

   世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、「たまに欠席する」、「よく欠席する」の

割合が高くなっている。 

 

図表－36 家族の世話の有無×出席状況  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
欠
席
し
な
い 

た
ま
に
欠
席
す
る 

よ
く
欠
席
す
る 

無
回
答 

 
世話をしている
家族 

いる 218 81.7 12.4 5.5 0.5 

いない 6,259 88.6 7.5 3.7 0.2 

 

 

④ 家族の世話の有無×遅刻や早退の状況 

   世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、遅刻や早退を「たまにする」、「よくする」

の割合が高くなっている。 

 

図表－37 家族の世話の有無×遅刻や早退の状況  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

た
ま
に
す
る 

よ
く
す
る 

無
回
答 

 
世話をしている
家族 

いる 218 78.9 10.1 6.0 5.0 

いない 6,259 84.9 6.2 2.6 6.4 
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⑤ 家族の世話の有無×ふだんの学校生活等であてはまること 

   世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、全体的に回答割合が高い傾向にある

が、特に「持ち物の忘れ物が多い」、「提出しなければいけない書類などの提出が遅れることが多

い」、「宿題や課題ができていないことが多い」、「授業中に居眠りすることが多い」が高くなってい

る。 

 

図表－38 家族の世話の有無×ふだんの学校生活等であてはまること（複数回答） 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

授
業
中
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が

多
い 

宿
題
や
課
題
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
い 

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い 

部
活
動
や
習
い
事
を
休
む
こ
と

が
多
い 

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書
類
な

ど
の
提
出
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
い 

修
学
旅
⾏
な
ど
の
宿
泊
⾏
事
を

⽋
席
す
る 

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い 

学
校
で
は
一
⼈
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い 

友
⼈
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

世話を 
している 
家族 

いる 218 11.5 13.3 22.0 6.0 16.5 1.4 2.3 5.5 5.5 55.0 0.5 

いない 6,259 6.3 8.0 14.5 3.1 10.7 0.9 1.1 5.0 4.4 68.5 1.6 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「宿題や課題ができていないことが多い」→「宿題ができていないことが多い」 

 ・「持ち物の忘れ物が多い」→「わすれ物が多い」 

 ・「部活動や習い事を休むことが多い」→「課外活動、じゅく・習い事を休むことが多い」 

 ・「提出しなければないけない書類などの提出が遅れることが多い」→「先生に出す提出物が遅くなることが多い」 

 ・「修学旅⾏などの宿泊⾏事を⽋席する」→「野外活動などの宿泊⾏事を⽋席する」 

 ・「友⼈と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」→「友達と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」 
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⑥ 家族の世話の有無×現在の悩みや困りごと 

世話をしている家族がいる場合、いない場合に比べて、全体的に回答割合が高い傾向にある

が、特に小学５年生については、「勉強や成績のこと」「友達との関係のこと」、中学２年生、高

校２年生については、「学業成績のこと」、「進路のこと」が高くなっている。 

 

図表－39 家族の世話の有無×現在の悩みや困りごと（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
達
と
の
関
係
の
こ
と 

勉
強
や
成
績
の
こ
と 

将
来
の
こ
と 

お
⾦
の
こ
と 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が

で
き
な
い
こ
と 

⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
よ
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

家
族
の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

世話を 
している 
家族 

いる 152 18.4 19.1 13.8 5.9 1.3 3.3 4.6 3.9 6.6 61.8 1.3 1.3 

いない 3,233 8.6 9.2 7.3 3.1 0.7 1.7 1.9 0.5 1.3 78.7 1.8 0.2 

 

＜中学２年生、高校２年生＞ 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
⼈
と
の
関
係
の
こ
と 

学
業
成
績
の
こ
と 

進
路
の
こ
と 

部
活
動
の
こ
と 

学
費
（
教
材
費
、
部
費
）
な
ど
学

校

⽣
活
に
必
要
な
お
⾦
の
こ
と 

塾
（通
信
講
座
含
む
）や
習

い
事
が
で
き
な
い
こ
と 

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ

と ⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族

の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

世話を 
している 
家族 

いる 66 15.2 45.5 42.4 24.2 7.6 4.5 16.7 16.7 10.6 10.6 16.7 33.3 4.5 0.0 

いない 3,026 10.5 24.9 27.1 11.2 1.4 1.0 2.2 3.2 2.3 0.5 2.4 59.2 2.2 0.2 

 

 

⑦ 家族の世話の有無×相談相手の有無 

相談相手の有無については、世話をしている家族がいる場合といない場合で、大きな差はみら

れない。 

 

図表－40 悩みや困りごとの相談相手・話を聞いてくれる人の有無  

      (%) 

  調
査
数
（ｎ
＝
） 

相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
人
や
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
が
い
る 

相
談
に
の
っ
て
く
れ

る
人
や
話
を
聞
い
て

く
れ
る
人
が
い
な
い 

相
談
や
話
は
し
た

く
な
い 

無
回
答 

世話を 
している
家族 

いる 102 63.7 5.9 20.6 12.7 

いない 1,936 65.3 2.7 18.5 13.7 
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（2） 性別による世話の状況の違い 

① 性別×家族の世話の有無 

世話をしている家族の有無については、性別による大きな差はみられない。 

 

図表－41 性別×世話をしている家族の有無  

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

男性 3,015 3.0 95.8 1.3 

女性 3,512 3.6 95.1 1.3 

 

 

② 性別×世話を必要としている家族 

   世話を必要としている家族については、性別による大きな差はみられない。 

 

図表－42 性別×世話を必要としている家族  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

父
母 

祖
父
母 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 89 10.1 4.5 75.3 3.4 9.0 

女性 125 8.8 6.4 80.8 4.0 5.6 
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③ 性別×世話の内容 

世話を必要としている家族として、父母、祖父母、きょうだいと回答したものについて、世話の内

容を聞いたところ、女性では、男性に比べ、複数回答をしている割合が高く、「家事（食事の準

備や掃除、洗濯）」をはじめ多くの項目で、男性よりも高くなっている。 

 

図表－43 性別×世話の内容（複数回答）  

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 80 15.0 27.5 18.8 11.3 1.3 18.8 53.8 2.5 0.0 1.3 7.5 2.5 

女性 120 25.8 35.8 29.2 21.7 2.5 27.5 59.2 0.8 0.0 3.3 8.3 1.7 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い」→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理」→「お金の管理」 
 

 

④ 性別×世話を始めた年齢 

   世話を始めた年齢については、男性は平均 8.7 歳、女性は平均 8.6 歳となっている。 

 

図表－44 性別×世話を始めた年齢 

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

就
学
前 

小
学
生
（低
学
年
） 

小
学
生
（高
学
年
） 

中
学
生
以
降 

無
回
答 

男性 89 9.0 29.2 47.2 5.6 9.0 

女性 125 8.0 33.6 38.4 9.6 10.4 
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⑤ 性別×世話をしている頻度 

   世話をしている頻度については、「ほぼ毎日」、「週に３～５日」、「週に１～２日」では、性別

による大きな差はみられない。 

 

図表－45 性別×世話をしている頻度 

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
５
日 

週
に
１
～
２
日 

１
か
月
に
数
日 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 89 56.2 18.0 7.9 10.1 1.1 6.7 

女性 125 59.2 16.8 11.2 2.4 3.2 7.2 

 

 

⑥ 性別×平日１日あたりの世話に費やす時間 

   平日１日あたりの世話に費やす時間については、男性は平均 1.8 時間、女性は平均 2.8 

時間となっている。（※１時間未満、11 時間以上と回答したものは、それぞれ、1 時間、11 時

間として平均値を算出。） 

性別でみると、女性は男性に比べ「３～７時間未満」、「７時間以上」の割合が高くなってい

る。 

 

図表－46 性別×世話に費やす時間（平日１日あたり） 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

３
時
間
未
満 

３
～
７
時
間
未
満 

７
時
間
以
上 

無
回
答 

男性 89 75.3 12.4 3.4 9.0 

女性 125 54.4 24.0 7.2 14.4 
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⑦ 性別×世話をすることに感じている大変さ 

   世話をすることに感じている大変さについては、女性は男性に比べ、「精神的に大変である」、

「時間的余裕がない」の割合が高くなっている。 

 

図表－47 世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

男性 89 11.2 10.1 6.7 74.2 5.6 

女性 125 10.4 16.0 14.4 64.0 6.4 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

  

 

⑧ 世話について相談した経験 

   世話について相談した経験の有無では、女性は男性に比べ「ある」の割合が高くなっている。 

 

図表－48 世話について相談した経験 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

男性 89 18.0 78.7 3.4 

女性 125 32.8 64.0 3.2 
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⑨ 性別×世話についての相談相手 

   世話についての相談相手では、男性、女性ともに、「家族（父、母、祖父、祖母、きょうだ

い）」が最も高くなっているが、女性は男性に比べ「友人」の割合が高くなっており、男性は女性に

比べ「学校の先生（保健室の先生以外）」、「スクールカウンセラーや、さわやか相談員」の割合

が高くなっている。 

 

図表－49 性別×世話についての相談相手（複数回答） 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
族
（
母
、
父
、
祖
母
、

祖
父
、
き
ょ
う
だ
い
） 

親
せ
き
（
お
じ
、
お
ば
な

ど
） 

友
人 

学
校
の
先
生
（
保
健
室
の

先
生
以
外
） 

保
健
室
の
先
生 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

や
、
さ
わ
や
か
相
談
員 

医
師
や
看
護
師
、
そ
の
他

病
院
の
人 

ヘ
ル
パ
ー
や
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
人 

役
所
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
人 

近
所
の
人 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
知
り
合
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 16 100.0 0.0 18.8 25.0 0.0 12.5 0.0 6.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 

女性 41 68.3 4.9 24.4 14.6 2.4 2.4 2.4 0.0 0.0 0.0 0.0 2.4 12.2 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「友人」→「友達」 

 ・「医師や看護師、その他病院の人」→「お医者さんや看護師さん、その他病院の人」 

・「ヘルパーやケアマネージャー、福祉サービスの人」→「ヘルパーさんや福祉サービスの人」 

 

 

⑩ 性別×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援 

   学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援については、男性の約８割、女性の６割が「特に

ない」と回答している。その他、女性は男性に比べ「学校の勉強や受験勉強など学習のサポー

ト」、「自由に使える時間がほしい」などの割合が高くなっている。 

 

図表－50 性別×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援（複数回答） 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

自
分
の
今
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
ほ

し
い 

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ

し
い 

家
族
の
病
気
や
障
害
、
ケ
ア
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
す
べ
て
を
代

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
一
部
を
代 

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い 

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に 

の
っ
て
ほ
し
い 

学
校
の
勉
強
や
受
験
勉
強
な
ど
学
習

の
サ
ポ
ー
ト 

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援 

わ
か
ら
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 89 5.6 2.2 1.1 0.0 1.1 4.5 5.6 4.5 1.1 5.6 79.8 0.0 0.0 

女性 125 5.6 1.6 0.8 2.4 1.6 10.4 4.8 15.2 7.2 13.6 60.0 1.6 4.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

・「家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかりやすく説明してほしい」→「家族の病気やしょうがい、お

世話のしかたなどについてわかりやすく説明してほしい」 

 ・「進路や就職など将来の相談にのってほしい」→「将来のことについて相談にのってほしい」 

・「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」→「学校の勉強のサポートをしてほしい」 

・「家庭への経済的な支援」→「家庭へのお金についてのサポートをしてほしい」 
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（3） 家族構成による世話の状況の違い 

① 家族構成×世話を必要としている家族 

二世代世帯、三世代世帯、ひとり親家庭では、世話を必要としている家族は「きょうだい」の割

合が最も高く、三世代世帯では、次いで「祖父母」の割合が高くなっている。また、ひとり親家庭で

は、「父母」の割合が高くなっている。 

 

図表－51 家族構成×世話を必要としている家族（複数回答） 

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

父
母 

祖
父
母 

き
ょ
う
だ
い 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 151 6.6 0.0 86.8 1.3 7.3 

三世代世帯 27 3.7 37.0 55.6 7.4 7.4 

ひとり親家庭 33 24.2 0.0 69.7 3.0 9.1 

その他の世帯 7 28.6 28.6 28.6 42.9 0.0 

    

 

② 家族構成×世話の内容 

世話を必要としている家族として、父母、祖父母、きょうだいと回答したものについて、世話の内

容を聞いたところ、二世代世帯、三世代世帯では、「見守り」の割合が高くなっている。ひとり親世

帯では、他の家族構成と比べて「見守り」の割合が低くなっており、一方で「家事（食事の準備や

掃除、洗濯）」の割合が高くなっている。 

 

図表－52 家族構成×世話の内容（複数回答） 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 141 15.6 33.3 30.5 16.3 0.0 22.0 58.2 1.4 0.0 0.7 6.4 1.4 

三世代世帯 26 26.9 23.1 11.5 19.2 3.8 42.3 69.2 0.0 0.0 11.5 19.2 0.0 

ひとり親家庭 31 38.7 38.7 12.9 12.9 0.0 19.4 38.7 0.0 0.0 3.2 6.5 6.5 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理→「お金の管理」 
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③ 家族構成×世話を一緒にしている人 
ひとり親家庭では、世話をする人が「自分のみ」の割合が他の家族構成と比べ高くなっている。

三世代世帯では、「福祉サービス（ヘルパーなど）を利用」の割合が他に比べ高くなっている。 
 

図表－53 家族構成×世話を一緒にしている人（複数回答）  

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

母
親 

父
親 

祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

親
せ
き 

自
分
の
み 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）を
利
用 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 151 61.6 52.3 7.9 5.3 36.4 1.3 7.9 0.7 1.3 22.5 

三世代世帯 27 63.0 55.6 29.6 11.1 40.7 3.7 7.4 14.8 3.7 18.5 

ひとり親家庭 33 57.6 6.1 6.1 0.0 15.2 0.0 12.1 3.0 3.0 21.2 

 

 

④ 家族構成×世話をしている頻度 

   三世代世帯の場合、他の家族構成と比べて「ほぼ毎日」の割合が低くなっている。 

 

図表－54 家族構成×世話をしている頻度 

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
５
日 

週
に
１
～
２
日 

１
か
月
に
数
日 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 151 60.3 18.5 9.3 4.0 1.3 6.6 

三世代世帯 27 48.1 18.5 14.8 0.0 7.4 11.1 

ひとり親家庭 33 54.5 15.2 9.1 12.1 3.0 6.1 
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⑤ 家族構成×平日１日あたりの世話に費やす時間 

   世話に費やす時間については、二世代世帯では平均 2.1 時間、三世代世帯では平均 3.6

時間、ひとり親家庭では平均 2.4 時間となっている。（※１時間未満、11 時間以上と回答し

たものは、それぞれ、1 時間、11 時間として平均値を算出。） 

三世代世帯では、「７時間以上」の割合が他の家族構成と比べ高くなっている。 

 

図表－55 家族構成×世話に費やす時間（平日１日あたり） 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

３
時
間
未
満 

３
～
７
時
間
未
満 

７
時
間
以
上 

無
回
答 

二世代世帯 151 64.2 21.9 2.6 11.3 

三世代世帯 27 55.6 11.1 22.2 11.1 

ひとり親家庭 33 63.6 12.1 6.1 18.2 
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⑥ 家族構成×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと 

   ひとり親家庭では、世話による制約として、小学５年生、中学２年生とも「友人（友達）と

遊ぶことができない」の割合が他の家族構成に比べてやや高く、中学２年生では加えて、「宿題を

する時間や勉強する時間が取れない」、「部活や習い事ができない、もしくは辞めざるを得なかっ

た」の割合が高くなっている。 

 

図表－56 家族構成×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

           (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

ね
る
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 114 0.9 4.4 4.4 4.4 3.5 0.0 14.9 71.1 1.8 7.9 

三世代世帯 15 0.0 0.0 13.3 6.7 6.7 0.0 6.7 80.0 0.0 6.7 

ひとり親家庭 19 0.0 5.3 0.0 0.0 10.5 0.0 5.3 68.4 0.0 10.5 

 

＜中学２年生、高校２年生＞ 

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い
、
も

し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 

進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
、
も
し
く
は
進
路
を
変
更
し
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 37 0.0 2.7 10.8 13.5 13.5 2.7 0.0 21.6 67.6 5.4 5.4 

三世代世帯 12 0.0 0.0 8.3 8.3 0.0 0.0 0.0 16.7 75.0 0.0 8.3 

ひとり親家庭 14 0.0 0.0 21.4 14.3 21.4 14.3 0.0 21.4 64.3 0.0 0.0 
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⑦ 家族構成×世話をすることに感じている大変さ 

   世話をすることに感じている大変さについては、家族構成による大きな差はみられない。 

 

図表－57 世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

二世代世帯 151 11.3 14.6 10.6 67.5 6.6 

三世代世帯 27 11.1 11.1 11.1 66.7 7.4 

ひとり親家庭 33 9.1 12.1 9.1 75.8 6.1 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

 

 

⑧ 家族構成×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援 

   学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援については、ひとり親家庭では、「学校の勉強や

受験勉強など学習のサポート」の割合が、他の家族構成に比べ高くなっている。 

 

図表－58 家族構成×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援（複数回答） 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

自
分
の
今
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
ほ

し
い 

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ

し
い 

家
族
の
病
気
や
障
害
、
ケ
ア
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
す
べ
て
を
代

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
一
部
を
代 

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い 

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に 

の
っ
て
ほ
し
い 

学
校
の
勉
強
や
受
験
勉
強
な
ど
学
習

の
サ
ポ
ー
ト 

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援 

わ
か
ら
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

二世代世帯 151 4.0 2.6 0.7 0.7 0.7 8.6 6.0 9.3 4.0 9.9 70.2 0.7 2.6 

三世代世帯 27 11.1 0.0 3.7 0.0 0.0 3.7 3.7 7.4 3.7 14.8 66.7 0.0 3.7 

ひとり親家庭 33 9.1 0.0 0.0 3.0 6.1 9.1 3.0 18.2 3.0 12.1 60.6 3.0 0.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

・「家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかりやすく説明してほしい」→「家族の病気やしょうがい、お

世話のしかたなどについてわかりやすく説明してほしい」 

 ・「進路や就職など将来の相談にのってほしい」→「将来のことについて相談にのってほしい」 

・「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」→「学校の勉強のサポートをしてほしい」 

・「家庭への経済的な支援」→「家庭へのお金についてのサポートをしてほしい」 



33 

（4） 平日１日あたりの世話に費やす時間による生活状況等 

① 平日１日あたりの世話に費やす時間×健康状態 

世話に費やす時間が１日３時間以上の場合、３時間未満に比べ、健康状態が「よくない・あ

まりよくない」の割合が高くなっている。 

 

図表－59 平日１日あたりの世話に費やす時間×健康状態 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

よ
い
・ま
あ
よ
い 

ふ
つ
う 

よ
く
な
い
・あ
ま

り
よ
く
な
い 

無
回
答 

３時間未満 137 85.4 10.9 2.9 0.7 

３～７時間未満 43 69.8 23.3 7.0 0.0 

７時間以上 12 83.3 8.3 8.3 0.0 

 

 

② 平日１日あたりの世話に費やす時間×出席状況 

世話に費やす時間が長いほど、「ほとんど欠席しない」の割合が低くなっており、世話に費やす時

間が１日３時間以上の場合、３時間未満に比べ、「たまに欠席する」、「よく欠席する」の割合が

高くなっている。 

 

図表－60 平日１日あたりの世話に費やす時間×出席状況 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
欠
席 

し
な
い 

た
ま
に
欠
席
す

る よ
く
欠
席
す
る 

無
回
答 

３時間未満 137 89.1 8.0 2.2 0.7 

３～７時間未満 43 72.1 16.3 11.6 0.0 

７時間以上 12 58.3 33.3 8.3 0.0 
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③ 平日１日あたりの世話に費やす時間×遅刻や早退の状況 

世話に費やす時間が１日３～７時間未満の場合、「たまにする」、「よくする」の割合が高くな

っている。 

 

図表－61 平日１日あたりの世話に費やす時間×遅刻や早退の状況 

     (%) 

 
調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

た
ま
に
す
る 

よ
く
す
る 

無
回
答 

３時間未満 137 85.4 5.1 4.4 5.1 

３～７時間未満 43 62.8 18.6 11.6 7.0 

７時間以上 12 83.3 16.7 0.0 0.0 

 

 

④ 平日１日あたりの世話に費やす時間×ふだんの学校生活等であてはまること 

学校生活等であてはまることについて、世話に費やす時間が１日３時間以上の場合、３時

間未満に比べ、「宿題や課題ができていないことが多い」の割合が高くなっている。また、１日７時

間以上の場合、７時間未満に比べ、「部活動や習い事を休むことが多い」、「修学旅⾏などの宿

泊⾏事を欠席する」の割合が高くなっている。 

 

図表－62 平日１日あたりの世話に費やす時間×ふだんの学校生活等であてはまること（複数回答） 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

授
業
中
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が

多
い 

宿
題
や
課
題
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
い 

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い 

部
活
動
や
習
い
事
を
休
む
こ
と

が
多
い 

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書
類
な

ど
の
提
出
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
い 

修
学
旅
⾏
な
ど
の
宿
泊
⾏
事
を

⽋
席
す
る 

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い 

学
校
で
は
一
⼈
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い 

友
⼈
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

３時間未満 137 8.0 7.3 19.7 2.2 16.8 1.5 0.0 3.6 3.6 60.6 0.7 

３～７時間未満 43 20.9 27.9 20.9 9.3 18.6 0.0 7.0 11.6 9.3 53.5 0.0 

７時間以上 12 8.3 25.0 25.0 33.3 8.3 8.3 8.3 0.0 0.0 50.0 0.0 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「宿題や課題ができていないことが多い→「宿題ができていないことが多い」 

 ・「持ち物の忘れ物が多い→「わすれ物が多い」 

 ・「部活動や習い事を休むことが多い→「課外活動、じゅく・習い事を休むことが多い」 

 ・「提出しなければないけない書類などの提出が遅れることが多い」→「先生に出す提出物が遅くなることが多い」 

 ・「修学旅⾏などの宿泊⾏事を⽋席する」→「野外活動などの宿泊⾏事を⽋席する 

 ・「友⼈と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」→「友達と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」 
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⑤ 平日１日あたりの世話に費やす時間×現在の悩みや困りごと 

世話に費やす時間が１日３時間以上の場合、３時間未満に比べて、多くの項目で割合が

高くなっている。 

 

図表－63 平日１日あたりの世話に費やす時間×現在の悩みや困りごと（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
達
と
の
関
係
の
こ
と 

勉
強
や
成
績
の
こ
と 

将
来
の
こ
と 

お
⾦
の
こ
と 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が

で
き
な
い
こ
と 

⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
よ
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

家
族
の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

３時間未満 98 16.3 16.3 12.2 5.1 1.0 5.1 3.1 4.1 7.1 65.3 2.0 0.0 

３～７時間未満 
33 33.3 27.3 21.2 9.1 3.0 0.0 6.1 6.1 6.1 48.5 0.0 0.0 

７時間以上 

  ※「７時間以上」の件数が少ないため、「３～７時間未満」と合計して集計した。 

 

＜中学２年生、高校２年生＞ 

              (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
⼈
と
の
関
係
の
こ
と 

学
業
成
績
の
こ
と 

進
路
の
こ
と 

部
活
動
の
こ
と 

学
費
（
教
材
費
、
部
費
）
な
ど
学

校

⽣
活
に
必
要
な
お
⾦
の
こ
と 

塾
（通
信
講
座
含
む
）や
習

い
事
が
で
き
な
い
こ
と 

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ

と ⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族

の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

３時間未満 39 7.7 30.8 35.9 17.9 5.1 5.1 15.4 7.7 7.7 7.7 7.7 48.7 2.6 0.0 

３～７時間未満 
22 31.8 72.7 54.5 36.4 13.6 4.5 22.7 36.4 18.2 18.2 36.4 4.5 9.1 0.0 

７時間以上 

※「７時間以上」の件数が少ないため、「３～７時間未満」と合計して集計した。 
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⑥ 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をすることに感じている大変さ 

   世話に費やす時間が長いほど、「精神的に大変である」の割合が高くなっている。 

 

図表－64 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

３時間未満 137 10.9 12.4 3.6 78.8 0.7 

３～７時間未満 43 14.0 20.9 32.6 55.8 0.0 

７時間以上 12 8.3 25.0 16.7 75.0 0.0 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

 

 

⑦ 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話について相談した経験 

   世話に費やす時間が１日 3～７時間未満の場合、他と比べて、世話について相談した経験

が「ある」の割合が高くなっている。 

 

図表－65 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話について相談した経験 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

３時間未満 137 24.8 74.5 0.7 

３～７時間未満 43 34.9 65.1 0.0 

７時間以上 12 16.7 83.3 0.0 
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⑧ 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話について相談したことがない理由 

世話に費やす時間が１日３時間以上の場合、３時間未満に比べて、「誰かに相談するほど

の悩みではない」の割合が低く、それ以外の多くの項目で割合が高くなっている。特に中学２年生

と高校２年生では、「家族のことのため話しにくい」、「家族に対して偏見を持たれたくない」、「相

談しても状況が変わるとは思わない」の割合が、それぞれ３割を超えている。 

 

図表－66 平日１日あたりの世話に費やす時間×世話について相談したことがない理由（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

         (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど

の
な
や
み
で
は
な
い 

.

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ

い
か
わ
か
ら
な
い 

相
談
で
き
る
人
が
身
近

に
い
な
い 

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ

た
く
な
い 

家
族
や
自
分
の
こ
と
を
変

な
目
で
見
ら
れ
た
く
な
い 

相
談
し
て
も
今
よ
り
よ

く
な
る
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

３時間未満 77 84.4 1.3 1.3 1.3 1.3 3.9 13.0 0.0 

３～７時間未満 
22 77.3 4.5 4.5 13.6 9.1 9.1 9.1 0.0 

７時間以上 

※「７時間以上」の件数が少ないため、「３～７時間未満」と合計して集計した。 

 

＜中学２年生、高校２年生＞ 

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

誰
か
に
相
談
す
る
ほ
ど

の
悩
み
で
は
な
い 

家
族
以
外
の
人
に
相
談
す

る
ほ
ど
の
悩
み
で
は
な
い 

誰
に
相
談
す
る
の
が
よ

い
か
わ
か
ら
な
い 

相
談
で
き
る
人
が
身
近

に
い
な
い 

家
族
の
こ
と
の
た
め
話

し
に
く
い 

家
族
の
こ
と
を
知
ら
れ

た
く
な
い 

家
族
に
対
し
て
偏
見
を

持
た
れ
た
く
な
い 

相
談
し
て
も
状
況
が
変

わ
る
と
は
思
わ
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

３時間未満 25 80.0 8.0 0.0 4.0 8.0 0.0 4.0 4.0 8.0 4.0 

３～７時間未満 
16 43.8 12.5 12.5 6.3 37.5 12.5 31.3 31.3 12.5 0.0 

７時間以上 

※「７時間以上」の件数が少ないため、「３～７時間未満」と合計して集計した。 

 

 

  



38 

（５） 世話を必要としている家族による世話の状況等 

① 世話を必要としている家族×（回答者の）性別 

世話を必要としている家族については、回答者の性別による大きな差はみられず、全体として

「女性」が高くなっている。 

 

図表－67 世話を必要としている家族×（回答者の）性別 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

男
性 

女
性 

そ
の
他 

無
回
答 

父母 21 42.9 52.4 4.8 0.0 

祖父母 12 33.3 66.7 0.0 0.0 

きょうだい 171 39.2 59.1 1.8 0.0 

その他 8 37.5 62.5 0.0 0.0 

 

 

② 世話を必要としている家族×世話を一緒にする人 
世話を必要としている家族が父母の場合、「自分のみ」の割合が他に比べ高くなっている。一

方、世話を必要としている家族が祖父母の場合、「母親」、「父親」、「きょうだい」、「福祉サービス
（ヘルパーなど）を利用」などの割合が他に比べ高くなっている。 

 
図表－68 世話を必要としている家族×世話を一緒にしている人（複数回答） 

           (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

母
親 

父
親 

祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

親
せ
き 

自
分
の
み 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）を
利
用 

そ
の
他 

無
回
答 

父母 21 19.0 28.6 9.5 4.8 23.8 4.8 28.6 0.0 0.0 23.8 

祖父母 12 83.3 66.7 25.0 8.3 41.7 8.3 8.3 33.3 0.0 0.0 

きょうだい 171 65.5 45.6 12.9 7.6 34.5 1.8 7.6 2.3 1.8 18.7 
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③ 世話を必要としている家族×世話を始めた年齢 

   世話を必要としている家族が、父母の場合、他に比べ、「小学生（低学年）」の割合が高く

なっており、世話を必要としている家族が、祖父母の場合、「小学生（高学年）」の割合が高く

なっている。また、きょうだいの世話を始めたのは「小学生（高学年）」の割合が最も高い。 

 

図表－69 世話を必要としている家族×世話を始めた年齢 

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

就
学
前 

小
学
生
（低
学
年
） 

小
学
生
（高
学
年
） 

中
学
生
以
降 

無
回
答 

父母 21 4.8 42.9 33.3 14.3 4.8 

祖父母 12 0.0 16.7 83.3 0.0 0.0 

きょうだい 171 10.5 33.3 42.7 7.6 5.8 

 

 

④ 世話を必要としている家族×世話をしている頻度 

   世話を必要としている家族が、祖父母、きょうだいの場合、父母の場合と比べ「ほぼ毎日」の割

合が高くなっている。 

 

図表－70 世話を必要としている家族×世話をしている頻度 

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
５
日 

週
に
１
～
２
日 

１
か
月
に
数
日 

そ
の
他 

無
回
答 

父母 21 33.3 23.8 14.3 19.0 4.8 4.8 

祖父母 12 66.7 16.7 8.3 0.0 8.3 0.0 

きょうだい 171 60.2 20.5 9.4 4.7 1.8 3.5 
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⑤ 世話を必要としている家族×平日１日あたりの世話に費やす時間 

   世話に費やす時間については、世話を必要としている家族が父母の場合、平均 2.3 時間、

祖父母の場合では平均 2.4 時間、きょうだいの場合では平均 2.3 時間となっている。世話を必

要としている家族がきょうだいの場合は、「３時間未満」が最も高く、祖父母の場合は、「７時間

以上」の割合が他に比べ高くなっている。 

 

図表－71 世話を必要としている家族×平日１日あたりの世話に費やす時間 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

３
時
間
未
満 

３
～
７
時
間
未
満 

７
時
間
以
上 

無
回
答 

父母 21 61.9 23.8 4.8 9.5 

祖父母 12 58.3 25.0 16.7 0.0 

きょうだい 171 65.5 21.1 5.3 8.2 

 

 

⑥ 世話を必要としている家族×世話をすることに感じている大変さ 

   世話を必要としている家族がきょうだいの場合、「特に大変さは感じていない」が他に比べ高くな

っている。また、世話を必要としている家族が父母の場合、「身体的に大変である」、「精神的に

大変である」の割合が他に比べ高くなっている。 

 

図表－72 世話を必要としている家族×世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

      (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

父母 21 23.8 33.3 14.3 52.4 4.8 

祖父母 12 8.3 25.0 25.0 58.3 0.0 

きょうだい 171 11.1 13.5 10.5 71.9 2.3 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 
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⑦ 世話を必要としている家族×世話について相談した経験 

   世話を必要としている家族が祖父母の場合、世話について相談した経験が「ある」の回答が、

他の場合よりも高くなっている。 

 

図表－73 世話を必要としている家族×世話について相談した経験 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

父母 21 28.6 71.4 0.0 

祖父母 12 41.7 58.3 0.0 

きょうだい 171 26.9 71.3 1.8 
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（６） 世話をすることに感じている大変さによる世話の状況の違い 

① 世話をすることに感じている大変さ×世話を必要としている家族の状況 

全体として、「幼い・自分より小さい子ども」の割合が高いが、それ以外では、小学５年生で、

世話を必要としている家族の状況が「身体にしょうがいがある」という場合に「体がつかれて大変」

「時間によゆうがなくて大変」の割合が高くなっている。中学２年生、高校２年生では、「認知

症」、「精神疾患（疑い含む）」の場合に「精神的に大変である」の割合が高くなっている。 

 

図表－74 世話をすることに感じている大変さ×世話を必要としている家族の状況（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

        (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

お
年
寄
り
（６
５
歳
以
上
） 

自
分
よ
り
小
さ
い
子
ど
も 

介
護
が
必
要 

身
体
に
し
ょ
う
が
い
が
あ

る 病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

体がつかれて

大変 
23 8.7 60.9 8.7 13.0 4.3 17.4 4.3 

心がつかれて

大変 
17 0.0 64.7 0.0 0.0 0.0 35.3 0.0 

時間によゆう

がなくて大変 
17 5.9 82.4 5.9 17.6 0.0 0.0 0.0 

特に大変さは

感じていない 
103 3.9 84.5 1.9 6.8 2.9 5.8 1.9 

 
＜中学２年生、高校２年生＞ 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

⾼
齢
（６
５
歳
以
上
） 

幼
い 

要
介
護
（
介
護
が
必
要
な

状
態
） 

認
知
症 

⾝
体
障
害 

知
的
障
害 

精
神
疾
患
（疑
い
含
む
） 

依
存
症
（
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
、
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
な
ど
疑
い
含
む
） 

精
神
疾
患
、
依
存
症
以
外

の
病
気 

そ
の
他 

無
回
答 

身体的に大変

である 
5 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 0.0 40.0 0.0 20.0 0.0 0.0 

精神的に大変

である 
17 23.5 41.2 11.8 17.6 11.8 5.9 17.6 11.8 5.9 0.0 0.0 

時間的余裕が

ない 
8 12.5 50.0 0.0 12.5 25.0 12.5 0.0 25.0 12.5 12.5 0.0 

特に大変さは

感じていない 
48 8.3 50.0 2.1 0.0 10.4 10.4 6.3 0.0 8.3 8.3 10.4 
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② 世話をすることに感じている大変さ×世話の内容 

全体として「見守り」の割合が高いが、それ以外では、「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し

相手になるなど）」や「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」をしている場合に、「身体的に大変

である」、「精神的に大変である」、「時間的余裕がない」の割合が高くなっている。 

 

図表－75 世話をすることに感じている大変さ×世話の内容（複数回答） 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

家
事
（
食
事
の
準
備
や
掃

除
、
洗
濯
） 

き
ょ
う
だ
い
の
世
話
や
保

育
所
等
へ
の
送
迎
な
ど 

⾝
体
的
な
介
護
（
入
浴
や

ト
イ
レ
の
お
世
話
な
ど
） 

外
出
の
付
き
添
い
（
買
い

物
、
散
歩
な
ど
） 

通
院
の
付
き
添
い 

感
情
面
の
サ
ポ
ー
ト
（
愚
痴
を
聞

く
、
話
し
相
手
に
な
る
な
ど
） 

⾒
守
り 

通
訳
（
日
本
語
や
手
話
な

ど
） 

⾦
銭
管
理 

薬
の
管
理 

そ
の
他 

無
回
答 

身体的に 

大変である 
28 28.6 21.4 21.4 25.0 0.0 32.1 50.0 3.6 3.6 10.7 3.6 3.6 

精神的に 

大変である 
34 26.5 17.6 20.6 14.7 2.9 38.2 61.8 0.0 0.0 2.9 11.8 0.0 

時間的余裕

がない 
25 40.0 40.0 32.0 20.0 4.0 44.0 60.0 4.0 4.0 12.0 4.0 0.0 

特に大変さは

感じていない 
151 17.9 31.8 22.5 17.2 1.3 21.2 55.6 0.7 0.0 2.6 9.3 4.6 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「きょうだいの世話や保育所等への送迎など」→「きょうだいの世話や保育所等への送りむかえ」 

 ・「⾝体的な介護（入浴やトイレのお世話など）」→「入浴やトイレのお世話など」 

 ・「通院の付き添い」→「病院への付きそい」 

 ・「感情面のサポート（愚痴を聞く、話し相手になるなど）」→「ぐちを聞く、話し相手になるなど」 

 ・「⾦銭管理」→「お金の管理」 
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③ 世話をすることに感じている大変さ×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと 

   世話をしているために、やりたいけれどできていないことについては、「自分の時間が取れない」場

合や「睡眠が十分に取れない」場合に、「身体的に大変である」、「精神的に大変である」、「時間

的余裕がない」の割合が高くなっている。 

 

図表－76 世話をすることに感じている大変さ×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと 

 

＜小学５年生＞ 

           (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

ね
る
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

体がつかれて

大変 
19 5.3 15.8 15.8 26.3 5.3 0.0 21.1 63.2 0.0 5.3 

心がつかれて

大変 
15 0.0 6.7 13.3 6.7 6.7 0.0 40.0 60.0 0.0 0.0 

時間によゆう

がなくて大変 
15 6.7 6.7 33.3 26.7 20.0 0.0 46.7 20.0 0.0 6.7 

特に大変さは

感じていない 
103 0.0 2.9 0.0 1.0 2.9 0.0 6.8 85.4 1.9 1.0 

 
＜中学２年生、高校２年生＞ 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い
、
も

し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 

進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
、
も
し
く
は
進
路
を
変
更
し
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

身体的に大変

である 
5 0.0 0.0 20.0 40.0 40.0 20.0 0.0 60.0 0.0 0.0 0.0 

精神的に大変

である 
15 0.0 0.0 20.0 40.0 33.3 6.7 0.0 53.3 33.3 6.7 0.0 

時間的余裕が

ない 
8 0.0 12.5 62.5 62.5 50.0 12.5 0.0 87.5 0.0 0.0 0.0 

特に大変さは

感じていない 
46 0.0 0.0 8.7 0.0 6.5 4.3 0.0 10.9 87.0 2.2 0.0 
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④ 世話をすることに感じている大変さ×世話に関する相談経験の有無 

   「身体的に大変である」、「精神的に大変である」、「時間的余裕がない」と回答した場合、「特

に大変さは感じていない」場合と比べて、相談したことが「ある」という割合が高くなっている。特に、

「時間的余裕がない」と回答した場合、相談したことが「ある」の割合は６割を超えている。 

 

図表－77 世話をすることに感じている大変さ×世話に関する相談経験の有無 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

身体的に大変である 24 37.5 58.3 4.2 

精神的に大変である 30 40.0 60.0 0.0 

時間的余裕がない 23 60.9 39.1 0.0 

特に大変さは感じていない 149 18.8 81.2 0.0 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

 

 

➄ 世話をすることに感じている大変さ×世話の悩みについて聞いてくれる人の有無 

   相談した経験が「ない」と回答した場合の、世話の悩みについて聞いてくれる人の有無につい

て、「身体的に大変である」と回答したうちの３割弱、「精神的に大変である」と回答したうちの３

割強、「時間的余裕がない」と回答したうちの７割弱が「いない」となっている。 

 

図表－78 世話をすることに感じている大変さ×世話について話を聞いてくれる人の有無 

    (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

身体的に大変である 14 71.4 28.6 0.0 

精神的に大変である 18 66.7 33.3 0.0 

時間的余裕がない 9 33.3 66.7 0.0 

特に大変さは感じていない 121 77.7 14.9 7.4 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 
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（7） ヤングケアラーの自己認識による生活状況、世話の状況の違い 

① ヤングケアラーの自己認識×健康状態 

ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合、「あてはまらない」と

回答した場合に比べ、健康状態について「よくない・あまりよくない」の割合が高くなっている。 

 

図表－79 ヤングケアラーの自己認識×健康状態  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

よ
い
・ま
あ
よ
い 

ふ
つ
う 

よ
く
な
い
・ 

あ
ま
り
よ
く
な
い 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 59 84.7 11.9 3.4 0.0 

あてはまらない 5,980 88.2 10.1 1.6 0.1 

わからない 460 72.4 19.8 7.6 0.2 

 

 

② ヤングケアラーの自己認識×出席状況 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合、「あてはまらない」と

回答した場合に比べ、「たまに欠席する」、「よく欠席する」の割合が高くなっている。 

 

図表－80 ヤングケアラーの自己認識×出席状況 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
欠
席
し
な

い た
ま
に
欠
席
す
る 

よ
く
欠
席
す
る 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 59 81.4 13.6 5.1 0.0 

あてはまらない 5,980 89.3 7.1 3.4 0.2 

わからない 460 78.0 13.0 8.3 0.7 
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③ ヤングケアラーの自己認識×遅刻や早退の状況 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合、「あてはまらない」の

場合に比べ、遅刻や早退を「たまにする」、「よくする」の割合が高くなっている。 

 

図表－81 ヤングケアラーの自己認識×遅刻や早退の状況  

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
と
ん
ど
し
な
い 

た
ま
に
す
る 

よ
く
す
る 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 59 67.8 18.6 6.8 6.8 

あてはまらない 5,980 85.5 5.7 2.3 6.5 

わからない 460 75.4 12.4 6.7 5.4 

 

 

④ ヤングケアラーの自己認識×ふだんの学校生活等であてはまること 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合、「あてはまらない」の

場合に比べ、「授業中に居眠りすることが多い」、「宿題や課題ができていないことが多い」、「持ち

物の忘れ物が多い」、「提出しなければならない書類などの提出が遅れることが多い」などの項目

で割合が高くなっている。 

 

図表－82 ヤングケアラーの自己認識×ふだんの学校生活等であてはまること（複数回答） 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

授
業
中
に
居
眠
り
す
る
こ
と
が

多
い 

宿
題
や
課
題
が
で
き
て
い
な
い
こ

と
が
多
い 

持
ち
物
の
忘
れ
物
が
多
い 

部
活
動
や
習
い
事
を
休
む
こ
と

が
多
い 

提
出
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
書
類
な

ど
の
提
出
が
遅
れ
る
こ
と
が
多
い 

修
学
旅
⾏
な
ど
の
宿
泊
⾏
事
を

⽋
席
す
る 

保
健
室
で
過
ご
す
こ
と
が
多
い 

学
校
で
は
一
⼈
で
過
ご
す
こ
と

が
多
い 

友
⼈
と
遊
ん
だ
り
、
お
し
ゃ
べ
り

し
た
り
す
る
時
間
が
少
な
い 

あ
て
は
ま
る
も
の
は
な
い 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 59 18.6 15.3 23.7 10.2 16.9 3.4 3.4 6.8 5.1 45.8 3.4 

あてはまらない 5,980 5.7 7.3 13.7 2.8 9.9 0.8 1.0 4.8 4.2 69.6 1.7 

わからない 460 14.6 18.0 26.7 8.9 22.4 2.0 2.6 6.7 7.4 50.9 0.4 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「宿題や課題ができていないことが多い」→「宿題ができていないことが多い」 

 ・「持ち物の忘れ物が多い」→「わすれ物が多い」 

 ・「部活動や習い事を休むことが多い」→「課外活動、じゅく・習い事を休むことが多い」 

 ・「提出しなければないけない書類などの提出が遅れることが多い」→「先生に出す提出物が遅くなることが多い」 

 ・「修学旅⾏などの宿泊⾏事を⽋席する→「野外活動などの宿泊⾏事を⽋席する」 

 ・「友⼈と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」→「友達と遊んだり、おしゃべりしたりする時間が少ない」 
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⑤ ヤングケアラーの自己認識×現在の悩みや困りごと 

ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合、「あてはまらない」と

回答した場合に比べ、全体的に割合が高くなっている。特に、小学５年生では「勉強や成績のこ

と」、「友達との関係のこと」などの割合が高く、中学２年生、高校２年生では「学業成績のこ

と」、「進路のこと」、「友人との関係のこと」などの割合が高くなっている。 

中学２年生、高校２年生では、「あてはまる」と回答した場合、「あてはまらない」、「わからな

い」と回答した場合に比べ、「自分と家族との関係のこと」、「家庭の経済的状況のこと」、「自分の

ために使える時間が少ないこと」、「家族内の人間関係のこと（両親の仲が良くないなど）」、「病

気や障害のある家族のこと」などの割合が高くなっている。 

 

図表－83 ヤングケアラーの自己認識×現在の悩みや困りごと（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
達
と
の
関
係
の
こ
と 

勉
強
や
成
績
の
こ
と 

将
来
の
こ
と 

お
⾦
の
こ
と 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が

で
き
な
い
こ
と 

⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
よ
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
し
ょ
う
が
い
の
あ
る

家
族
の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 33 15.2 24.2 12.1 6.1 3.0 6.1 3.0 9.1 9.1 60.6 3.0 0.0 

あてはまらない 3,132 8.1 8.8 6.9 2.7 0.6 1.4 1.6 0.5 1.2 79.6 1.5 0.2 

わからない 227 20.3 20.3 15.0 7.9 2.6 5.7 7.0 1.3 4.0 57.3 6.2 0.4 

 

＜中学２年生、高校２年生＞ 

             (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

友
⼈
と
の
関
係
の
こ
と 

学
業
成
績
の
こ
と 

進
路
の
こ
と 

部
活
動
の
こ
と 

学
費
（
教
材
費
、
部
費
）
な
ど
学

校

⽣
活
に
必
要
な
お
⾦
の
こ
と 

塾
（通
信
講
座
含
む
）や
習

い
事
が
で
き
な
い
こ
と 

家
庭
の
経
済
的
状
況
の
こ

と ⾃
分
と
家
族
と
の
関
係
の

こ
と 

家
族
内
の
⼈
間
関
係
の
こ
と

（
両
親
の
仲
が
良
く
な
い
な
ど
） 

病
気
や
障
害
の
あ
る
家
族

の
こ
と 

⾃
分
の
た
め
に
使
え
る
時

間
が
少
な
い
こ
と 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 26 19.2 42.3 30.8 15.4 7.7 7.7 19.2 23.1 15.4 15.4 19.2 42.3 11.5 3.8 

あてはまらない 2,848 9.7 24.2 25.9 10.7 1.3 1.0 2.0 2.5 2.2 0.3 2.1 60.2 2.0 0.1 

わからない 233 20.2 35.6 41.2 20.2 3.4 1.7 6.4 12.0 4.3 3.9 8.2 42.1 5.2 0.0 
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⑥ ヤングケアラーの自己認識×世話を一緒にしている人 
ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合は、「あてはまらない」

と回答した場合に比べ、「自分のみ」の割合が高くなっている。 
 

図表－84 ヤングケアラーの自己認識×世話を一緒にしている人（複数回答） 

            (%) 

  調
査
数
（ｎ
＝
） 

母
親 

父
親 

祖
母 

祖
父 

き
ょ
う
だ
い 

親
せ
き 

自
分
の
み 

福
祉
サ
ー
ビ
ス
（ヘ
ル

パ
ー
な
ど
）を
利
用 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 19 31.6 36.8 5.3 5.3 52.6 0.0 10.5 5.3 5.3 15.8 

あてはまらない 133 64.7 49.6 12.0 6.0 32.3 0.8 6.0 3.8 0.8 24.1 

わからない 58 62.1 37.9 12.1 8.6 27.6 5.2 13.8 5.2 3.4 13.8 

 

 

⑦ ヤングケアラーの自己認識×世話をしている頻度 

   ヤングケアラーかどうかに対して「わからない」と回答した場合は、他と比べ、世話の頻度について

「ほぼ毎日」の割合が高くなっている。 

 

図表－85 ヤングケアラーの自己認識×世話をしている頻度 

        (%) 

  調
査
数
（ｎ
＝
） 

ほ
ぼ
毎
日 

週
に
３
～
５
日 

週
に
１
～
２
日 

１
か
月
に
数
日 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 19 52.6 26.3 0.0 5.3 5.3 10.5 

あてはまらない 133 56.4 16.5 12.0 7.5 2.3 5.3 

わからない 58 65.5 19.0 6.9 1.7 1.7 5.2 
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⑧ ヤングケアラーの自己認識×平日１日あたりの世話に費やす時間 

   世話に費やす時間については、ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」と回答した場合は、

平均 3.4 時間、「あてはまらない」と回答した場合は平均 1.9 時間、「わからない」と回答した場

合は平均 2.8 時間となっている。ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回

答した場合は、「あてはまらない」と回答した場合に比べ、３時間以上の割合が高くなっている。 

 

図表－86 ヤングケアラーの自己認識×平日１日あたりの世話に費やす時間 

      (%) 

  調
査
数
（ｎ
＝
） 

３
時
間
未
満 

３
～
７
時
間
未
満 

７
時
間
以
上 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 19 42.1 26.3 10.5 21.1 

あてはまらない 133 73.7 15.8 3.0 7.5 

わからない 58 46.6 27.6 10.3 15.5 
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⑨ ヤングケアラーの自己認識×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合は、「あてはまらない」

と回答した場合に比べ、小学５年生では、「自分の時間が取れない」、「ねる時間が十分に取れ

ない」、「宿題をする時間や勉強する時間が取れない」などの割合が高くなっている。中学２年

生、高校２年生では、「自分の時間が取れない」、「睡眠が十分に取れない」、「宿題をする時間

や勉強する時間が取れない」、「友人と遊ぶことができない」などの割合が高くなっている。 

 

図表－87 ヤングケアラーの自己認識×世話をしているために、やりたいけれどできていないこと（複数回答） 

 

＜小学５年生＞ 

            (%) 

 

 

調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

ね
る
時
間
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
達
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

課
外
活
動
、
じ
ゅ
く
・
習
い
事
が
で
き
な
い
、

ま
た
は
や
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 10 10.0 10.0 20.0 30.0 0.0 0.0 40.0 50.0 0.0 0.0 

あてはまらない 101 0.0 1.0 1.0 2.0 4.0 0.0 7.9 80.2 0.0 6.9 

わからない 34 0.0 11.8 8.8 5.9 5.9 0.0 14.7 61.8 5.9 8.8 

 
＜中学２年生、高校２年生＞ 

            (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

学
校
に
⾏
き
た
く
て
も
⾏
け
な
い 

ど
う
し
て
も
学
校
を
遅
刻
・
早
退

し
て
し
ま
う 

宿
題
を
す
る
時
間
や
勉
強
す
る

時
間
が
取
れ
な
い 

睡
眠
が
十
分
に
取
れ
な
い 

友
人
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い 

部
活
や
習
い
事
が
で
き
な
い
、
も

し
く
は
辞
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た 

進
路
の
変
更
を
考
え
ざ
る
を
得
な

い
、
も
し
く
は
進
路
を
変
更
し
た 

自
分
の
時
間
が
取
れ
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 9 0.0 11.1 33.3 33.3 22.2 22.2 0.0 44.4 22.2 11.1 11.1 

あてはまらない 32 0.0 0.0 3.1 0.0 3.1 0.0 0.0 3.1 93.8 3.1 3.1 

わからない 24 0.0 0.0 20.8 20.8 20.8 4.2 0.0 37.5 50.0 0.0 4.2 
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⑩ ヤングケアラーの自己認識×世話をすることに感じている大変さ 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合は、「あてはまらない」

と回答した場合に比べ、「身体的に大変である」、「精神的に大変である」、「時間的余裕がない」

のいずれの項目も割合が高くなっている。さらに、「あてはまる」と回答した場合は、「わからない」と

回答した場合に比べて割合が高くなっている。 

 

図表－88 ヤングケアラーの自己認識×世話をすることに感じている大変さ（複数回答）  

       (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

身
体
的
に
大
変
で
あ
る 

精
神
的
に
大
変
で
あ
る 

時
間
的
余
裕
が
な
い 

特
に
大
変
さ
は
感
じ
て

い
な
い 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 19 26.3 31.6 36.8 42.1 5.3 

あてはまらない 133 6.8 9.0 3.8 78.9 4.5 

わからない 58 13.8 19.0 17.2 56.9 8.6 

※小学５年生向けには、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

 ・「身体的に大変である」→「体がつかれて大変」 

 ・「精神的に大変である」→「心がつかれて大変」 

・「時間的余裕がない」→「時間によゆうがなくて大変」 

 

 

⑪ ヤングケアラーの自己認識×世話に関しての相談の有無 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合は、「あてはまらない」

と回答した場合に比べ、世話について相談したことが「ある」との割合が高くなっている。 

 

図表－89 ヤングケアラーの自己認識×世話に関しての相談の有無 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

あ
る 

な
い 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 19 36.8 63.2 0.0 

あてはまらない 133 24.8 72.9 2.3 

わからない 58 32.8 63.8 3.4 
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⑫ ヤングケアラーの自己認識×世話について話を聞いてくれる人の有無 

   相談した経験が「ない」と回答した場合の、世話の悩みについて聞いてくれる人の有無につい

て、ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」、「わからない」と回答した場合は、「あてはまらな

い」と回答した場合に比べ、世話について話を聞いてくれる人が「いない」割合が高くなっている。 

 

図表－90 ヤングケアラーの自己認識×世話について話を聞いてくれる人の有無 

     (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

い
る 

い
な
い 

無
回
答 

ヤングケアラー
かどうか 

あてはまる 12 66.7 33.3 0.0 

あてはまらない 97 83.5 9.3 7.2 

わからない 37 59.5 32.4 8.1 

 

 

⑬ ヤングケアラーの自己認識×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援 

   ヤングケアラーかどうかに対して「あてはまる」と回答した場合は、「あてはまらない」、「わからない」

と回答した場合に比べ、「自由に使える時間がほしい」、「学校の勉強や受験勉強など学習のサ

ポート」、「進路や就職など将来の相談にのってほしい」、「家庭への経済的支援」などの割合が高

くなっている。 

 

図表－91 ヤングケアラーの自己認識×学校や大人に助けてほしいこと、必要な支援（複数回答） 

               (%) 

 調
査
数
（ｎ
＝
） 

自
分
の
今
の
状
況
に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
ほ

し
い 

家
族
の
お
世
話
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
ほ

し
い 

家
族
の
病
気
や
障
害
、
ケ
ア
の
こ
と
な
ど

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
す
べ
て
を
代

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
分
が
し
て
い
る
お
世
話
の
一
部
を
代 

わ
っ
て
く
れ
る
人
や
サ
ー
ビ
ス
が
ほ
し
い 

自
由
に
使
え
る
時
間
が
ほ
し
い 

進
路
や
就
職
な
ど
将
来
の
相
談
に 

の
っ
て
ほ
し
い 

学
校
の
勉
強
や
受
験
勉
強
な
ど
学
習

の
サ
ポ
ー
ト 

家
庭
へ
の
経
済
的
な
支
援 

わ
か
ら
な
い 

特
に
な
い 

そ
の
他 

無
回
答 

ヤング 
ケアラー 
かどうか 

あてはまる 19 15.8 5.3 0.0 0.0 5.3 36.8 21.1 31.6 21.1 10.5 26.3 5.3 5.3 

あてはまらない 133 2.3 0.8 0.0 0.8 0.8 0.8 2.3 3.8 1.5 7.5 80.5 0.0 2.3 

わからない 58 6.9 3.4 3.4 3.4 1.7 13.8 6.9 17.2 5.2 19.0 51.7 1.7 1.7 

※小学５年生向けには、漢字のひらがな表記への書き換えや、次の通り平易な表現への書き換えを行った。 

・「家族の病気や障害、ケアのことなどについてわかりやすく説明してほしい」→「家族の病気やしょうがい、お

世話のしかたなどについてわかりやすく説明してほしい」 

 ・「進路や就職など将来の相談にのってほしい」→「将来のことについて相談にのってほしい」 

・「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」→「学校の勉強のサポートをしてほしい」 

・「家庭への経済的な支援」→「家庭へのお金についてのサポートをしてほしい」 
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4．アンケート調査 自由意見 

アンケート調査において、さまざまな自由意見が寄せられた。ここでは、その一部を紹介する。以

下に記載する意見は、原文のままではないが、なるべく回答者の表現を用いる形としている。 

 

（１） 小学 5年生 

意見 

ヤングケアラーの手助けをするために、ＣＭなどの広告にまとめて広めていくことが必要だと思います。理由

は、テレビのＣＭならヤングケアラーの人も見ることができ、また、ヤングケアラーだと思っていなかった人もこの

ようなアンケートに答えられると思ったからです。 

平気そうにしていても、なやんでいる人もいるから、できるだけ気付いてもらいたい 

ヤングケアラーは、多いと聞いたことがあるのですが、このようなアンケートをひろめたり、相談しやすいかんきょ

うをつくるのが必要だと思います 

そんな子がいるなんて、そうぞうもつきませんでした。 

見えないＳＯＳに気づいてあげたい。その子が話せる（相談）できる環境があるといい。 

友達や学校の人などに知ってもらい、気をつかってもらえる、いざという時に協力してもらえる環境をつくって

おく。 

学校の先生やせいとがヤングケアラーを理解して、助け合うこと。ヤングケアラーをみんなが理解する。 

周りの人が、なやみなどを相談しやすいように、良いふんいきを作ること。話をしっかりと聞いてあげることが、

重ようだと思います。 

ヤングケアラーの人たちが、いつでも相談できるようなふんいきをつくることが必要だと思います。また、私自身

も「ヤングケアラー」という言葉を一度も聞いたことがなく、意味も知らなかったので、学校のおたよりにヤング

ケアラーのことをかいたりして広めることも必要だと思いました。 

友達がつかれていたり、困ったりしている様子がみられたら、「だいじょうぶ。どうしたの？」と優しく声をかけて

あげることが必要だと思います。 

もしこまっているお友達がいて、だれかにそうだんにのってほしいと思っているなら、そうだんにのってあげたい。

もし私がヤングケアラーだったら、大人の人や友達に話を聞いてもらいたい。 

話を聞く、家族以外に相談する所をつくる（今よりも、もっと相語しやすくする）、「ヤングケアラー」にあては

まる人どうしで話し合うところをつくる 

もしも、私がヤングケアラーで、だれかにそうだんすることになったら、質問ぜめにしないで、冷静にゆっくりきい

てほしいなと思った。 

自分がヤングケアラーだと感じたり、何か悩みがあるときは、周りの人たちに相談をしたほうがいいと思う。ま

た、そのような人たちが相談できる場所やふんいきを作ることが大事だと思う。 

ヤングケアラーがだれなのかわからないので、何をすればよいのかわからない。 

一人で責任を抱え込んでいる人のために、これからもこのようなアンケートを続けたり、ヤングケアラーの生活

支えんなどがあるといいと思います。 

わたしはヤングケアラーではないので、じょうきょうはあまりくわしくないのですが、ヤングケアラーの子にはよりそ

ってあげて、少しでもその子の生活が楽になるように話を聞いてあげてほしいです。また、わたし自身も何か

手伝えることがあれば、その子の話を聞いてあげたいです。 

一人一人の事情を知る。ヤングケアラーだった人の話を聞く。（広めていく） 

ヤングケアラーという言葉を知りませんでした。 

世話をしていて、本人がどうも思っていないときは、それが日常になっているわけだから人の日常をいじるのは

よくないと思う 

ヤングケアラーの人は友達や周りの人に相談しにくいと思うので、さっしてほしい。また、手助けを本人が嫌が

るのならそれにしたがうべきだと思う。手助け側も本人の相談などをひていはしない方がいい。 
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意見 

ヤングケアラーが相談できるような相談場所を作る。 

もし自分がそうでも「この子かわいそう」みたいな目では絶対に見てほしくない。知らないような目でみてほし

い。 

相談所を分かりやすくみんなに知らせてほしい。増やしてほしい。ヤングケアラーのことについてもっと沢山の

人に伝えてほしい。ヤングケアラーの人を安心させる言葉を伝えてほしい。 

家ぞくをたいせつにすることや、人のきもち（あいてのたちばになり）を考えてくらす。すこしだけじゃなく子ども

（こどもだけじゃなく）のことを考えてあげる。 

ヘルパーなどのヤングケアラーの手助けをしてくれる人がいるとよいと思う。もし身近にヤングケアラーがいた

ら、なやみをきいてあげたり、話しをきいてあげたりする。 

学校でもアンケートをとってみる。（学校に来ている友達でも“ヤングケアラー”に属する人もいるかもしれな

いので、ていき的にアンケートをとり、気持ち、⾏動の変化がないか気にしてあげるようにする。）友達から、

相談をうけたら、大人の人（親・先生・しんらい出来る人）に伝えてあげたい。 

友だちにヤングケアラーがいたら、大人に相談する事をすすめる。 

だれかが気づいてあげること。本人もだれかに相談すること。 

ヤングケアラーの手助けは必要だけど子どもには、自分がヤングケアラーということを言う勇気はないと思う。 

ヤングケアラーの意味がよくわかりません。 

クラスメートで困っている同級生がいたら先生に相談したり、学校内であれば勉強や話しを聞いてあげたり、

教えられると思う。 

ヤングケアラーのひとは忙しくてアンケートに答えられないと思う 

介護の大人の人に、ヤングケアラーの人がいる家に⾏って貰う。 

（私はヤングケアラーではないけれど）もっと他の人達にもヤングケアラーのことを知ってほしいと思いました。 

 

（２） 中学 2年生 

意見 

そもそもヤングケアラーとは何かわからないため、自分がヤングケアラーという自覚がない人もいると思う。だか

ら、まずはヤングケアラーの人がいるという事実や、どのようなものかを教えてあげるべきだと思う。 

もっと言葉を誰でも知っているように広げていく必要がある（たとえば、もっとテレビなど） 

ヤングケアラーがどういったものなのか理解を世に深めるために、ヤングケアラーについての講演会や授業等を

⾏う。 

相談先を増やすこと、相談方法のバリエーションを増やすこと。 

僕も知らなかったので、知名度を広げるために活動を続けたほうがいいと思った。 

このようにアンケートを取ることで、自分の気持ちを言える人もいると思うからこのアンケートなどを続けたほう

が良いと思いました。 

ヤングケアラーの方々がヤングケアラーの方と、または専門の知識を持っていらっしゃる方と相談できる場を作

る。 

学校で、ヤングケアラーの人がどこに相談をすれば良いかを授業などで教える機会をつくる。 

まず色々な人に「ヤングケアラー」という言葉を知ってもらうべきだと思います。 

学校などの道徳の教科書などにヤングケラーについて載せたり先生との面談などで必ず生徒に聞いてみたり

して問題があったら保護者にその自覚があるかなどを聞いてみたりしてヤングケラーを少しでも減らすようにす

る。 

ヤングケアラーについてテレビなどで取り上げて、もっと多くの人に知ってもらった方がいいと思います。 

ラジオでヤングケアラーについて取り上げていたことがあり、知りました。 

ヤングケアラーに関するドラマ、漫画、小説を出す。連載中の漫画、小説に登場人物として出してもらう。

著名人に協力を要請する。 
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意見 

ヤングケアラーになっているという自覚がない人や、自覚があっても相談する人がいなかったり、強制されてた

り、言い出しづらかったりするものだと思うので、学校でヤングケアラーについての授業をして、ヤングケアラー

になった場合どうすればいいか、周りにそのような人がいた場合どのような対処を取ればよいか、世間がヤン

グケアラーを助けようとしている姿勢を見せてあげるのが一番いいのではないかと思います 

老人ホームなどの施設を増やすべき 

本当に大変なときや家庭の状況などが深刻すぎるときは周りに相談しずらいと思うからなるべくすぐ気づいて

あげられるように常に周りを見る 

ヤングケラーのことについてもっと知って貰えるように、何か活動をすべき 

ヤングケアラーを僕は内容を知らなかったのでまずはみんなに知ってもらえるようにすればいいと思う。 

自分は言いたいことを言えるタイプですが、大人の意見に怯えて自己主張できない子に気づいてあげてほし

い。 

このようなアンケートを続けて⾏くこと 

介護のサポートをする人がいるといい。 

相談する窓口があることを知らせること。 

これからもTVやラジオで取り上げれば知る機会も増えるかなと思います。 

勉強の補助や、介護のお手伝いが、必要だと思います。 

 

（３） 高校 2年生 

意見 

経済力がなくても預けられるような施設を増やす。 

家庭の状況をある程度知ることができるようにする。家庭に踏み込んでもいいと思います。ヤングケアラーに

向けた取り組みをもっともっと広めてほしいです。“頼れる場所がある”ことを知らせるべきだと思います。 

プライバシーを侵害しない程度に家庭の状況を学校側が把握する。 

市区町村が支援をする。 

どこまでがヤングケアラーで、どこまでが手伝いなのか、教えて欲しい。 

ＴＶやＳＮＳでヤングケアラーについての広告的なものをとりあげる 

相談できる機会を増やし、支援できる環境を整える。 

多くの人に知ってもらうために資料を配布してみる。 

認知症の祖母、手のあまり利かない祖父と同居しています。その介護は母が請け負うことがほとんどなので

すが、祖母の食事の介助をするときに自分のぶんの食事ができておらず、自分で食事を作らなくてはならな

いことがあります。自分が直接世話をしている訳ではないですが、結果として家事などに時間をとられてしま

い、勉強などができないことがあります。このように間接的に子供の権利？が守られないようなこともありえる

のかなと思いました。 

個人としては、どうしても「親の理解」が必要になってくると思います。私は普段、学校の友達と家庭環境と

成績の相関について話をすることがあるのですが、自由に暮らせていない人達の大方は親の考え方による

ものだというような印象を受けます。 

ヤングケアラーの実態を調査するだけでなく、学校の先生など身近にサポートできる人や団体があれば良い

と思う。 

介護士の給料を高くして介護士を増やし、ヤングケアラーのいる家庭に必ず1人の介護士を派遣できるよう

にする。そのためにまずはヤングケアラーという言葉を広めること、困っている人が多くいるという現状を伝える

ために、プリントを作成し学校や公共施設で配布する。また、若い世代に焦点を当てるならば、Twitterや

InstagramなどのSNSで発信する 

ヤングケアラーが増えていることだけでなく、介護をしたことがない人でも簡単にできるようなサポートの仕方

や方法(足が悪く座り込んでしまった場合に立ち上がらせる方法など)も発信する 
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5．調査結果のまとめと考察 

（１） 調査結果のまとめ 

（ア）家族の世話をしているのは、小学5年生で 4.4%、中学 2年生で 2.2% 

世話をしている家族がいると回答した市立学校の小学５年生は 4.4%、中学２年生は

2.2%であった。なお、高校２年生は 1.2%であったが、市立高校は仙台市内の高等学校の一

部に過ぎず、回収数も 173 と少ないことなどから、仙台市の高校２年生全体の傾向とまでは言

えず、参考値として取り扱うことが妥当である。 

（イ）世話を必要としている家族ごとの傾向 

世話を必要としている家族は、いずれの学校種でもきょうだいの割合が最も高く、小学５年生

で約８割、中学２年生で約７割であった。世話を必要とするきょうだいの状況としては、「幼い

（自分より小さい子ども）」が多数を占め、世話をすることに感じている大変さについては、対象が

父母や祖父母の場合と比べて「特に大変さは感じていない」の割合が高くなっているが、障害のあ

るきょうだいの世話をしている例もあり、状況に応じて世話の内容も変わってくるものと考えられる。 

世話を始めた時期については、対象が父母の場合は「小学生（低学年）」、祖父母ときょうだ

いの場合は「小学生（高学年）」の割合が高くなっている。 

世話をしている頻度としては、対象が祖父母、きょうだいの場合、父母と比べて「ほぼ毎日」の

割合が高くなっているが、一方で世話をすることに感じている大変さについては、対象が父母の場

合で「身体的に大変である」、「精神的に大変である」の割合が他と比べて高くなっている。 

世話を一緒にする人については、対象が父母の場合、「自分のみ」の割合が他と比べて高くなっ

ている。また、対象が祖父母の場合、「母親」、「父親」、「きょうだい」などの家族に加え、「福祉サ

ービス（ヘルパーなど）を利用」の割合が高くなっている。 

平日 1 日あたりの世話に費やす時間については、対象が祖父母の場合、父母やきょうだいと比

べて「３～７時間未満」、「７時間以上」の割合が高く、世話の時間が長くなる傾向がうかがえる。

祖父母の世話が必要な場合で、福祉サービスが入っていない、又は不十分な場合には、子どもの

役割が大きくなるケースがあることが懸念される。 

（ウ）家族構成ごとの傾向 

世話を必要としている家族については、他の家族構成に比べて、ひとり親家庭で「父母」の割

合が高くなっている。また、世話の内容については、他の家族構成で高くなっている「見守り」につい

ては低い一方で、「家事（食事の準備や掃除、洗濯）」の割合が高くなっており、世話に対して

担っている役割が大きいことがうかがえる。 

また、ひとり親家庭では、他の家族構成に比べて、世話を「自分のみ」で⾏っている割合が高く、

世話をしているために、やりたいけれどできていないこと、として「友人（友達）と遊ぶことができな

い」、「部活や習い事ができない、もしくは辞めざるを得なかった」の割合が高く、遊びや習い事に充

てる時間を削って、家での勉強等の時間を作っている様子がうかがえる。学校や大人に助けてほし

いこと、必要な支援についても、「学校の勉強や受験勉強など学習のサポート」の割合が、他の家

族構成と比較して高くなっている。 

三世代世帯では、祖父母の世話をしている割合が他の家族構成と比較して高い。前述のとお

り、祖父母の世話をしている場合には、平日１日あたりの世話に費やす時間が長くなっていること

から、三世代世帯の場合には、他の家族構成に比べて平日１日あたりの世話に費やす時間が

長い傾向となっている。 
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（エ）家族の世話をしていることでの影響 

   家族の世話をしている場合、健康状態が「よくない・あまりよくない」、出席状況が「たまに欠席

する」、「よく欠席する」、遅刻や早退が「たまにする」、「よくする」と回答した児童生徒の割合が高

くなっており、家族の世話をしていない場合に比べ、健康状態や学校生活に影響が生じている可

能性があるものと考えられる。 

また、家族の世話をしている場合、学校生活において「持ち物の忘れ物が多い」、「提出しなけ

ればならない書類などの提出が遅れることが多い」、「宿題や課題ができていないことが多い」などの

割合も高くなっており、こうした学校生活等での状況は支援が必要なヤングケアラーである可能性

を示す兆候になりうると考えられる。 

さらに、家族の世話をしている場合には、していない場合と比べて、「学業成績のこと（勉強や

成績のこと）」、「進路のこと（将来のこと）」、「友人との関係のこと（友達との関係のこと）」な

ど、悩みや困りごとを抱えている割合が高くなっていることにも留意する必要がある。 

（オ）性別による違い 

女性は、世話の内容として複数の役割を担っている場合が多く、男性に比べて、「家事（食事

の準備や掃除、洗濯）」をはじめ、ほとんどすべての項目の割合が高くなっている。世話の頻度に

ついては、男性と女性で大きな差はみられないが、世話に費やす時間は、男性に比べて女性で長

い傾向が見られ、世話をすることに感じている大変さについても、女性は男性より「精神的に大変

である」、「時間的余裕がない」の割合が高くなっており、女性で世話の負担が大きいことが推察さ

れる。 

一方で、家族の世話をしている場合、女性については 32.8%が世話に関する相談をしたこと

があると回答しているが、男性は 18.0%となっており、女性の方が相談をしやすい傾向がみられる。

また、相談相手については、女性は家族の割合が男性より低く、「友人」の割合が男性より高くな

っている。 

（カ）世話に費やす時間の長さが及ぼす影響 

家族の世話をしている場合、平日 1 日あたりの世話に費やす時間については、小学 5 年生は

平均 2.1 時間、中学 2 年生は平均 2.9 時間であった。平日 1 日あたりの世話に費やす時間

が 3 時間未満である場合には、健康状態について「よくない・あまりよくない」の割合が 2.9%であ

るのに対して、3～7 時間未満の場合には 7.0%、7 時間以上である場合には 8.3%となってお

り、長時間の世話による影響の可能性がうかがわれる。また、世話に費やす時間が長いほど、学

校を「ほとんど欠席しない」の割合は低くなる傾向がみられる。 

平日１日あたりの世話に費やす時間が３時間以上になると、学校生活において「宿題や課題

ができていないことが多い」の割合が高くなり、さらに、世話に費やす時間が７時間以上になると、

「部活動や習い事を休むことが多い」、「修学旅⾏などの宿泊⾏事を欠席する」の割合が高くなる

など、影響の広がりがみられる。また、現在の悩みや困りごとについても、世話に費やす時間が３

時間以上の場合、３時間未満に比べて、多くの項目で割合が高くなっている。 

（キ）家族の世話の有無とヤングケアラーであるとの自己認識 

自身がヤングケアラーにあてはまるか「わからない」と回答した場合の健康状態、出席状況、遅

刻や早退の状況、ふだんの学校生活等であてはまること、などをみていくと、自分がヤングケアラー

に「あてはまる」と回答した場合とよく似た傾向を示しており、「わからない」と回答した中には、実際

には支援が必要な状態ではあるものの、その自覚がない児童生徒がいるものと推察される。 

また、中学２年生、高校２年生では、ヤングケアラーに「あてはまる」と回答した場合、そうでな
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い場合と比べて、現在の悩みや困りごととして「自分と家族との関係のこと」、「家庭の経済的状況

のこと」、「家族内の人間関係のこと（両親の仲が良くないなど）」、「病気や障害のある家族のこ

と」など、家庭や家族に関する悩みや困りごとを抱えている場合が多いことがうかがえる。世話をす

ることに感じている大変さについても、「あてはまる」と回答した場合は「わからない」の場合と比べて、

大変さを感じている割合が高くなっている。 

相談の状況については、「あてはまる」、「わからない」と回答した場合には、「あてはまらない」と

回答した場合と比較して、相談した経験が「ある」割合が高い。一方で、「あてはまる」、「わからな

い」と回答した児童生徒のうち、相談をした経験が「ない」もののそれぞれ３割以上が、世話の悩

みについて聞いてくれる人が「いない」と回答しており、支援が必要となった場合に誰かに相談しや

すい環境が必要であると考えられる。 

 

 

（2） 考察 

⚫ 今回の調査は、学校経由で調査票を児童生徒に配布し、児童生徒は調査票を持ち帰り自宅

で回答する形式の、任意のアンケート調査として実施した。回収率向上のため、Web での回答

環境を設けたほか、学校からの働きかけも⾏ったが、全体の回収率は 36.8%であり、特に高校 2

年生の回収率は 18.5%にとどまった。特に今回の調査は、家庭や家族の状況に踏み込む内容

であり、年齢が高くなるにつれ、正直に回答することに抵抗感を感じ、「回答しない」という選択を

する場合があったものと推察される。回答しなかった層には、支援が必要なヤングケアラーが、回答

した層よりも多く存在している可能性がある、ということも考慮に入れる必要がある。 

 

● ヤングケアラーについては、家庭内のデリケートな問題であることから、支援が必要であっても表面

化しにくい構造であることが指摘されている。今回の調査では、ヤングケアラーに「あてはまる」と回

答した場合には、そうでない場合と比較して、家庭や家族に関する悩みや困りごとを抱えている割

合が高い傾向がみられた。子どもの中には、家族の状況を知られることを恥ずかしいと思っていたり、

あるいは家族のケアをすることが生きがいになっていたりする場合もあることから、支援が必要だと思

われる際には、まずは子どもの話をよく聞き、その気持ちに寄り添う姿勢が求められる。 

 

● また、ヤングケアラーについては、本人や家族に自覚がない場合が多く、支援につながりにくいこと

も指摘されている。今回のアンケート調査の結果でも、自分がヤングケアラーにあてはまるかどうか、

という設問に対し、「わからない」と回答した児童生徒は、多くの設問で、「あてはまる」と回答した

児童生徒と似た傾向がみられ、実態としては、「あてはまる」と回答した場合と大きく変わらない状

態である可能性が高い。ヤングケアラーについて「知っている」と回答した割合もまだ低く、自分は

支援が必要な状態かもしれない、と子ども自身が気付くためにも、「ヤングケアラー」という概念を広

く社会全体に周知・啓発する必要がある。一方で、子どもが家事や家族の世話をすることは、それ

自体が悪いことではないことから、今後の事業展開にあたっては、「ヤングケアラー＝悪いこと」という

誤ったメッセージにならないよう、留意する必要がある。 

 

● 家族の世話をしていると回答した児童生徒の半数以上は、世話をすることに対して「特に大変さ

は感じていない」と回答しており、相談した経験も半数以上が「ない」となっている。世話をすること

に対して、何らかの大変さを感じている場合には、大変さを感じていない場合と比べて「相談したこ

とがある」の割合が高くなってはいるものの、「身体的に大変である」、「精神的に大変である」と回

答した場合でも「相談したことがない」割合の方が高くなっており、子どもは限界に達するまで相談

をしない場合も多いことに留意する必要がある。また、現在は大変さを感じていない場合であって

も、状況が変化することで家事や家族の世話の負担が増加し、支援が必要な状態に陥るリスク

は誰しも抱えており、子どもが助けを必要とする状態となったときに、声を上げられるような関係づく

り、環境づくりを進めることが重要である。 
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６．資料編 

（１） 「小学生の生活実態に関するアンケート」調査票 
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（２） 「中高生の生活実態に関するアンケート」調査票 
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